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１．前回までの議論の概要
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１．前回までの議論の概要 －懇談会の開催経緯－

◆インフラツーリズム有識者懇談会

第1回
（H30.11.9）

・インフラツーリズムのこれまでの取組と課題
・インフラツーリズムの今後の方向性

第２回
（H30.12.25）

第３回
（H31.2.26）

インフラツーリズムの拡大にむけて

拡大にむけたまとめと来年度の取り組みについて
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第4回
（R1.6～7）

（持ち回り開催）

・モデル地区（5地区）の選定
・プロジェクトロゴマークの決定

・各モデル地区の進捗状況
・今年度成果とりまとめの方向性

第6回
（R2.8.5）

第5回
（R2.1.28）

・各モデル地区の進捗状況
※現地協議会、ファムツアーの実施結果を踏まえた事業実施方針、
ツアー提案と今後の検討項目の整理

・追加モデル地区（２地区）の選定
※白鳥大橋（北海道）、日下川新規放水路（高知県）を選定



１．前回までの議論の概要 －モデル地区の概要－

①鳴子ダム 【宮城県大崎市】
・日本人の技術者により造られた
日本初のアーチダムで選奨土木
遺産
・周辺には温泉、名勝、史跡等が
あり、農業遺産である大崎耕土も
含めた流域連携モデル

②八ッ場ダム
【群馬県吾妻郡長野原町】
・建設中ダムでの多彩な見学ツアー
（やんばツアーズ）を開催
・建設段階から管理段階への移行
モデル

④来島海峡大橋 他
【愛媛県今治市】
・しまなみ海道上の世界初の三連吊り
橋であり、塔頂体験ツアーを開催
・先行実施している明石海峡大橋のノ
ウハウも取り入れ、長大橋のモデル

③天ヶ瀬ダム 【京都府宇治市】
・宇治市街地に近接
・立地を活かし、ＤＭＯと連携した
ツアー造成、淀川水系支流の高山
ダムとの組み合わせなど広域連携
モデル

な る こ

あ ま が せ

く る し ま

⑤鶴田ダム
【鹿児島県薩摩郡さつま町】
・九州最大の重力式コンクリー
トダムで水位低下時には明治期
の発電所遺構が出現
・霧島連山や桜島等の広域周遊
モデル

つ る だ

や ん ば

⑥白鳥大橋【北海道室蘭市】
・１９９８年に完成した東日本最大の
吊り橋で、寒冷地における国管理の
長大橋
・令和2年7月12日開業の民族共生
象徴空間「ウポポイ」や登別温泉、
クルーズが人気を集める室蘭港等
との地域連携周遊モデル

⑦日下川新規放水路
【高知県高岡郡日高村】
・日本最長級（5.3㎞）かつ高度な技術を
必要とする水路トンネルを現在工事中
・仁淀ブルー等の観光資源との連携を
進めるとともに、工事現場の見学を通し
て、放水路、調整池等のインフラ施設と
水害の関わり、歴史を紹介・学習する
工事段階から管理段階への移行モデル。

く さかがわ

はくちょう
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１．前回までの議論の概要 －モデル地区での取組内容－

• 検討③（インフラツーリズムの運営体制構築）を軸に、検討①（インフラ施設見学の深度化）、
検討②（地域の観光資源と連携したコンテンツ検討）及び検討④（インフラツーリズムの実践）
を検討していく

時間軸（検討の深度）

検討③：インフラツーリズムの運営体制構築
・協議・運営体制の構築

検討①：インフラ施設見学の深度化
・コンテンツの検討、見学・体験の運営体制の構築等

検討②： 地域の観光資源と連携したコンテンツ検討
・インフラとの「ストーリー」構築、ツアー化・モデルプログラム化等

検討④インフラツーリズムの実践
・販売、プロモーション

・検討①と検討②は一体的に検討
・①と②のどちらを重点的に検討するかは施設・地域の特性に応じて判断
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１．前回までの議論の概要 －インフラツーリズムの今後の留意点－

インフラツーリズムの今後の方針策定にあたっては、インフラの種類、立地、地域の戦略等によ

り、目指す姿が異なることから、インフラツアーとして一括りにするのではなく、まずは目指すべき

姿を明らかにし、タイプ分けを行ったうえで、実現性等について評価し、モデル地区の絞り込みを

行っていく必要がある。

＜ステップ1．インフラツーリズムのタイプ分け＞

・ 既存のインフラツアーについて目指すべき方向性のタイプ分けを実施

＜ステップ２．モデル地区についてフィージビリティスタディー＞

・ 目指すべきインフラツアーの姿について、関係者にて議論

・ フィージビリティスタディーを行い、実現性について評価

・ 必要に応じてインフラツアーの姿を見直し、実現可能なプランに磨き上げる

＜ステップ３．モデル地区の絞り込み＞

・ フィージビリティスタディーをクリアしたものについて支援を実施。早期の自立を目指す



１．前回までの議論の概要 －モデル地区の追加選定－

7

施設 所在地 評価結果

１
国道37号
白鳥大橋

北海道
室蘭市

•１９９８年に完成した東日本最大の吊り橋であり、国が管理する橋梁見学の事例と
なる。
•周辺には令和2年7月19日開業の民族共生象徴空間「ウポポイ」や登別温泉など
の観光地、夜景やクルーズが人気を集める室蘭港等があり、地域と連携した周遊
コースとしての取り組みが期待できる。
•北海道のインフラ施設として、寒冷地における冬季の施設見学の検討や、首都
圏・海外等遠隔地からの誘客を目指す事例となる。

２
日下川新
規放水路

高知県
高岡郡
日高村

•日本最長級かつ高度な技術を必要とする水路トンネルであり、現在工事が行われ
ていることから、トンネルとして初の事例であるとともに、工事段階から管理段階へ
の移行について、八ッ場ダムの知見を展開する機会となる。

•工事現場の見学を通して放水路、調整池、樋門（水門）等のインフラ施設と水害の
関わりや歴史を紹介・学習できるほか、本施設によって洪水から守られる地域で
の食事や観光を通してインフラの重要性を伝えることができる。
•仁淀ブルー等地域の観光資源との連携が期待でき、大都市や有名観光地から遠
い立地における、地域への誘客を図る取り組み事例となる。



１．前回までの議論の概要 －第6回懇談会でいただいた主なご意見等－
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各モデル地区の取組内容

No ご意見 対応

1 継続的に取組みを進めるうえでは、事務局主体ではなく、
地域主体で儲かる仕組みを作らないと続かない。そこまで
踏み込んだプロデュースができる体制が必要である。

本省や有識者がサポートしな
がら、現地協議会を中心に地
域が主体的に進める体制を構
築していく。

2 各地域で同じように進めるのではなく、これまでの取組や
現地側の体制を踏まえて進め方を判断する必要がある。

インフラの特性や地域の観光
資源、各地域の進捗状況に合
わせた進め方を検討する。

3 取組を主体的に進める組織が重要である。また、キーパー
ソンの存在は重要だが、人が変われば変わってしまうとい
うことのないようにする必要がある。

本事業を活用して、各地域に
おいて持続可能な運営体制、
実施スキームを構築する。

4 インフラツーリズムの全国展開を念頭に置いた場合、何が
手引に求められるかは今の段階で整理したほうが良い。イ
ンフラツーリズムだからこそのストーリーや体制という、他
の観光とは違うとことを整理したほうが良い。

「インフラツーリズム拡大の手
引き」を令和３年度に改定予定。
令和３年度までの成果を踏ま
えて内容を整理予定。

5 インフラツーリズムについては、インバウンドへの対応を含
め、この事業のフレームで支援する内容と、それぞれの地
域で独自で行う取組の両方があって良い。

各地域において、本事業の範
囲外においても活性化の取組
を進めている。

◆意見を踏まえた進め方



１．前回までの議論の概要 －第6回懇談会でいただいた主なご意見等－
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モデル地区の追加選定について

インフラツーリズムの今後の留意点

No ご意見 対応

6 無理に推し進めるのではなく、地域主体の取組を支援してい
く進め方とすべきである。

本省や有識者がサポートしな
がら、現地協議会を中心に地
域が主体的に進める体制を
構築していく。

7 各地域ともツアーを組んで収益化をするという方向で進んで
いるが、インフラのタイプに応じて進め方を考える必要がある。

インフラのタイプに応じて、収
益化以外の方向性も検討す
る。

⇒本資料２．で説明

8 今動いている、収益化の方向性だけでなく、違う道も提示し
ていく。方向転換をして出口戦略を考えることは良いのでは
ないか。

No ご意見 対応

9 地域としてはこの２つでよいと思う。これまではダムが多かっ
たが、それ以外のモデル地区に対する期待はある。

モデル地区として白鳥大橋、
日下川新規放水路の２地区
を選定した。狙い(ターゲット
等)を明確にして進める。10 2地区については、これからの推進の仕方、狙いを明確にす

る必要がある。

11 このモデル地区以外も柔軟に支援できるような窓口などの体
制を構築すべき。

モデル地区以外も、地域の要
望に応じて支援していく。



１．前回までの議論の概要 －新型コロナ対策－
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※参考ガイドライン一例
各所のツアー内容に応じて、必要な対応策をガイドライン等を参照して検討・実施する。

「新しい旅の エチケット」（国土交通省）
「旅行業における新型コロナウイルス対応ガイドライン」（日本旅行業協会、全国旅行業協会）
「旅行関連業における新型コロナウイルス対応ガイドラインに基づく国内修学旅行の手引き」（日本旅行業協会）
「貸切バスにおける新型コロナウイルス対応ガイドライン」（貸切バス旅行連絡会）
「宿泊施設における新型コロナウイルス対応ガイドライン」（全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会他）
「外食業の事業継続のためのガイドライン」（一般社団法人日本フードサービス協会他）
「小売業の店舗における新型コロナウイルス感染症感染拡大予防ガイドライン」（オール日本スーパーマーケット協会他）

≪コロナ下におけるインフラツーリズム推進において考慮すべき事項≫

・ 各省庁が公開するガイドラインへの準拠

：「旅行業における新型コロナウイルス対応ガイドライン」等、各省庁が公開するガイドラインに準

拠し、「密」な状態とならないような見学、案内の体制構築が必要がある。

（例）来島海峡大橋のエレベータ利用、各ダム堤体の監査廊での案内時等

・ 事業推進のスケジュール

：今後、観光が回復した状況下においても、新たな感染拡大とならないよう、対策

を講じる必要がある。会議体やファム・モニターツアー等については、機を逃すことのないよう実施

を前提に計画し、準備を進めつつ、各モデル地区・ツアー行程ごとに感染リスクの洗い出しを行い、

ガイドラインに応じた対応策を検討・実施する。

今後のインフラツーリズムの推進に当たっては、各省庁が公開するガイドラインに準拠し、「密」となら

ないような見学・案内手法の検討等、対策を講じた上での推進が必要である。



１．前回までの議論の概要 －新型コロナ対策－
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カテゴリ 考えられるリスクと対策内容案

お客様への要請
・事前の体調及び体温の確認依頼を要請する。

・旅行中、熱中症予防に配慮の上、マスクの着用を要請する。

インフラ施設の利

用方

・バスやエレベーター、案内会場等を利用する場合、一度に利用する人数制限や飛沫感染

防止の観点に立った立ち位置のマーキングを行う。

・バスやエレベーター、案内会場等の通気性の確保や、定期的な換気を行う。

・エレベーターのボタン等への接触を特定のスタッフに限定する。

・展示物や机、エレベーターのボタン等、接触部分を定期的に消毒する。

・ガイド担当者等スタッフはマスク及びフェイスシールドを装着する。

その他、事前の

対策等

・旅行中、要所要所での手洗い・うがいができるよう、適切な休憩場所等を選択する。

・旅行中に体調不良となったお客様は、旅行から離団し、他の参加者への感染防止の対応

を行うとともに、最寄りの保健所や医療機関に相談・受診できるよう事前に準備する。

※対策例は各種ガイドラインを参照。
※ファム・モニターツアー実施に当たっては、行程検討と合わせて各ガイドラインを参照し、各立ち
寄り箇所等における対策を個別に検討・実施する。
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◆（参考）民間による有料ツアーを実施している地域の状況
箇所 ツアー実施内容 実施状況

湯西川ダム 湯西川ダックツアー • 2020年4月からオープン予定だったが、7月中旬
から催行。

• （来訪者数） Ｒ元：2.1万人、Ｒ２：0.5万人

八ッ場ダム 道の駅八ツ場ふるさと
館八ツ場ダムツアー

• 2020年はツアーとして中止はしていないが、キャ
ンセル多数のため、夏頃までは催行数が極めて
少なかった。

• （来訪者数） Ｒ元（やんば見放台）：31万人、
Ｒ２（ダム堤体）：20万人

※R2は2月末時点

首都圏外郭放水路 見学会 • 2020年3月から7月中旬までは受付中止。7月中
旬以降、個人向け、団体向けに順次受付再開。

• （来訪者数） Ｒ元：5.4万人、Ｒ２：2.0万人
※R2は2月末時点

琵琶湖疎水 びわ湖疎水船 • 毎年春と秋に実施しているが、2020年は春の実
施を中止。

明石海峡大橋、
瀬戸大橋

塔頂ツアー • 毎年4月から11月に実施しているが、2020年は
個人向けはすべて中止。旅行会社販売のツアー
のみ10月、11月に実施した。

出典：各見学ツアー事務局等への問合せによる

１．前回までの議論の概要 －新型コロナ対策－



事業全体 2019 2020 2021 2022
インフラの観光資源化
全体の進め方

インフラツーリズム拡大の手引きの
更新

モデル地区における自走化に向けた支援

１．前回までの議論の概要 －事業全体スケジュール－
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各地区 1年目 2年目 3年目 4年目以降

モデル地区（2019年選定） 2019 2020 2021 2022

モデル地区（2020年選定） 2020 2021 2022 2023

各
地
域
に
お
け
る
検
討

インフラ施設見学の深度化

地域の観光資源と連携した
コンテンツ検討

インフラツーリズムの運営体
制構築

インフラツーリズムの実践

協議会の立ち上げ

地域との連携

受入環境の整備

運営体制の検討

情報発信 情報発信 情報発信 情報発信

運営体制の構築

モニターツアーの
実施

インバウンド向け
ガイドの育成

旅行商品の造成

販売戦略の構築

インバウンド
対応の強化

効果の指標化
・評価

協議会等の
継続実施

収
益
事
業
と
し
て
自
走

自
走
に
向
け
た
中
間
総
括

地域との連携

※令和2年8月時点での計画

全国展開
手引き更新



２．取組のタイプに応じた
インフラツーリズム拡大方策
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２．取組のタイプに応じたインフラツーリズム拡大方策
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◆インフラツーリズムに係る各取組の分類

※補足：これら分類型は現在様々な形で「インフラツーリズム」として行われている取組を調査し、分析して立てた仮説である。

施設一般開放型普及啓発型

気軽に立ち寄ってインフ
ラを見学したり併設した
スペースで一息ついたり
できる環境を整備し、開
放する取組

ハード・ソフトの整備によ
り、インフラの意義や価
値を理解するための機
会を無利益で提供して
いる取組

インフラが地域の観光コンテンツの一部と
して機能し、地域への観光経済波及に貢
献している取組

単独モデル 地域連携モデル

有料 無料

インフラ独自の体験コン
テンツや見学会が運営
されることによって収益
を生み出している取組

インフラが地域の観光コン
テンツの一部として周辺観
光資源と連携することで収
益を生み出している取組

収益型

• コンテンツの有料・無料、目的、手法の違いにより『収益型』『普及啓発型』『施設一般開放型』に区分

• 『収益型』については、施設単独で観光コンテンツとして成立させる｢単独モデル｣と、

周辺観光資源等と連携して成立させる「地域連携モデル」に細別

• インフラ施設単独または周辺観光資源等との連携による『収益型』の可能性を模索しつつ、地域の状況等に応じて

『普及啓発型』『施設一般開放型』を含めたタイプを各取組について分類しインフラツーリズムの拡大を検討

• 取組の進捗等に鑑み、必要に応じてタイプは柔軟に再設定可能

◆取組のタイプを念頭に置いた拡大方策の検討

インフラツーリズムに係る各取組をタイプに分類しつつ拡大方策を検討



２．取組のタイプに応じたインフラツーリズム拡大方策
◆タイプ分けの組合せのイメージ

施設一般開放型普及啓発型インフラが地域の観光コンテンツの一部と
して機能し、地域への観光経済波及に貢
献している取組

単独モデル 地域連携モデル

有料 無料

収益型

見学会
（□□大橋）

見学会
（○○ダム）
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展望台
（□□橋）

天端通路
（○○ダム）

展望台、サイクリン
グロード
(□□大橋)

流域をめぐる
ツアー
（○○ダム）

主塔塔頂ツアー
（□□大橋）

気軽に立ち寄ってインフラを
見学したり併設したスペース
で一息ついたりできる環境を
整備し、開放する取組

ハード・ソフトの整備により、
インフラの意義や価値を理
解するための機会を無利益
で提供している取組インフラ独自の体験コン

テンツや見学会が運営さ
れることによって収益を
生み出している取組

インフラが地域の観光
コンテンツの一部として
周辺観光資源と連携す
ることで収益を生み出
している取組

資料館
（□□橋）

※実線枠は現在の取組、点線枠は今後の取組の可能性をイメージしている。



２．取組のタイプに応じたインフラツーリズム拡大方策
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◆取組の分類

取り組み事例 • インフラ施設の体験コンテンツ（吊り橋の橋脚登頂体験等）を収益事業として民間事
業者に委託して実施している

状況 • 施設管理者が運営委託を行い、委託された民間事業者が収益事業としてインフラ施
設を用いてコンテンツを運営している

• 恒常的なインフラの見学会や体験コンテンツが独自で収益を生み出している

目的・効果 • インフラ見学・関連体験による収益が地域の観光経済波及に寄与する

主なターゲット • アクティビティや特別な体験を好む消費者

施設管理者の整備
事項

• 収益事業として収支管理や予約・入場管理等を行う組織を発掘し、業務を委託するな
どして運営を行ってもらう（委託先に施設の提供を行う）

• 安全確保に必要な装備及び人員の確保

運営主体（受託事業
者）の整備事項

• 視察やインフラファン層等、ターゲットに応じた大人向けガイドプログラムの整備や委
託

• ガイドや体験コンテンツの実施人員
• 収支管理や予約・入場を管理するフロー（システム）の構築

①-1 有料－収益型（単独モデル）



２．取組のタイプに応じたインフラツーリズム拡大方策
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◆取組の分類

取り組み事例 ・地元の旅行会社がインフラ施設の体験コンテンツ（ダムの内部見学等）と周辺地域の
観光を楽しむツアーを企画して販売している

状況 • インフラ見学・関連体験が地域の観光資源の1つとして、商品造成や集客を行う組織
に活用されている

• インフラ施設を場として活用し、地域の観光関連事業等の収益事業が企画実施され
ている

• インフラ施設を中心に地域一体が観光地として発展している

目的・効果 • インフラ見学・関連体験が観光資源の一つとして、地域への誘客及び収益の拡大に
貢献する

• 一般消費者のインフラへの興味関心を高める

主なターゲット • 観光への興味関心が高い消費者
• アクティビティや特別な体験を好む消費者

施設管理者の整備
事項

• 収益事業として商品造成や集客を行う組織と連携して、インフラ施設と地域の観光資
源を組み合わせた商品造成を行ってもらう（連携する組織にコンテンツの提供を行う）

• インフラ設備と地域資源との連携したストーリーを落とし込んだ施設内ガイドプログラ
ムの作成

• 安全確保に必要な装備及び人員の確保

運営主体（受託事業
者）の整備事項

• インフラ設備を地域資源との連携したストーリーを落とし込んだ商品造成
• 収支管理や予約・入場を管理するフロー（システム）の構築

①-2 有料－収益型（地域連携モデル）



２．取組のタイプに応じたインフラツーリズム拡大方策
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◆取組の分類

取り組み事例 • インフラ施設（吊り橋等）の構造や設置効果等に関する資料館を設置している
• 教育団体等の見学を受け入れ、無料で案内をしている

状況 • 無料または経費のみの支払いで、インフラ施設を見学し、解説が受けられる（展示、
またはガイド等による解説）

• 収益を得ることが目的化されていない

目的・効果 • インフラの意義目的に関する教育・啓発
• 自治体や事業者による視察を通じた技術広報

主なターゲット • 教育団体
• 視察（土木事業関係者等）

施設管理者の整備
事項

• ガイドや資料館等の運営人員
• ガイドプログラム及び案内板の整備
• 予約・入場管理等を行うフロー（システム）の構築
• 安全確保に必要な装備及び人員（見学可能な個所の安全整備や立ち入り禁止区域
の仕切り、また必要があれば人員の育成等）

運営主体（受託事業
者）の整備事項

―

② 無料－普及啓発型



２．取組のタイプに応じたインフラツーリズム拡大方策
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◆取組の分類

取り組み事例 ・インフラ施設（ダム等）の一部を無料で見学できるように開放している（看板等での案
内を行っている）

状況 • 無料でインフラ施設が見学できる
• 駐車場や案内板等の整備がされており、来訪者は基本的な知識を入手できる
• 公園等が併設されるなど滞留できる場がある

目的・効果 • 一般消費者のインフラ施設への立ち寄り機会を増やし、インフラへの興味関心を高め
る

• フォトスポットや憩いの場としての活用

主なターゲット • 地域に観光等で来訪した消費者
• 周辺住民

施設管理者の整備
事項

• 無料開放のための管理人員（常駐は不要なケースも）
• 安全確保に必要な整備（見学可能な個所の安全整備や立ち入り禁止区域の仕切り
等）

運営主体（受託事業
者）の整備事項

―

③ 無料－施設開放型



分類 収益型（単独モデル） 収益型（地域連携モデル） 普及啓発型 施設一般開放型

取り組み事例 明石海峡大橋塔頂体験 水陸両用バス乗車 ＆
津軽ダム内部見学

下水道管理者による
博物館の運営 白水ダム

施設名 明石海峡大橋（兵庫県） 津軽ダム（青森県） 小平ふれあい下水道館（東京
都） 白水ダム（大分県）

インフラ種別 橋 ダム 下水道 ダム
管理者 民間 行政 行政 行政

運営事業者 民間（管理者のグループ会社） 民間（旅行会社） 行政 行政

料金/大人 3,000円 3000円 無料 無料

実施期間 通年（2021年の催行は未定） 5月～10月（月2回、2021年予定） 通年 通年（現在工事中）
ツアー時間 30分～60分 130分（内ダム見学70分） ー ー

最大パーティー規
模 10人～100人程度 各便定員38名 ー ー

プロモーション 管理会社HP 旅行会社HP インフラ施設HP 自治体HP

概要 民間の管理者のグループ会社が、塔頂
体験を単独コンテンツとして販売。

水陸両用バスツアーの予約受付業務を
行う旅行会社による、水陸両用バスの
乗車とダムの内部見学をセットにしたツ
アー。

本物の下水道管の中に入ることがで
きる日本で唯一の施設。入館は無
料で、映像システムやパネル展示に
よって下水道の役割や仕組みを学ぶ
ことができ、大型モニターで下水をき
れいにする微生物の観察ができる。

灌漑用水の調整ダムで、流れる水が
白い衣のように美しく落ちている姿が
美しく、国の重要文化財に指定され
ている。駐車場とトイレの設置があり、
通年24時間見学が可能。

効果 塔頂体験を体験コンテンツとして収益化。 ダムの内部見学を「特別体験」とし、地
域の観光資源と連携して収益化。

インフラ設備の機能に関する学習機
会の提供。 インフラへの理解促進

ターゲット
体験アクティビティに興味のある個人旅

行客
インフラ施設に興味のある個人旅行客

体験アクティビティを目当てとした団体・
個人旅行客

地域観光資源を目当てとした団体・個
人旅行客

教育団体 地域の個人旅行客

その他の取組
・博物館の運営（普及啓発型）

・教育旅行向け橋下見学（普及啓発
型）

・職員の案内による内部見学（普及啓
発型）

・団体見学（普及啓発型）
・小学生向け学習講座（普及啓発

型）
ー

２．取組のタイプに応じたインフラツーリズム拡大方策
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◆事例の整理



２．取組のタイプに応じたインフラツーリズム拡大方策
◆モデル地区での取組の分類（現状）

施設一般開放型普及啓発型

単独モデル 地域連携モデル

有料 無料

収益型

有料ツアー
（八ッ場ダム）

見学会等
（来島海峡大橋）

見学会等
（鳴子ダム）

魅力発見ツアー
（天ヶ瀬ダム）

見学会等
（白鳥大橋）

工事現場見学会等
（日下川新規放水路）

見学会等
（鶴田ダム）
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見学会等
（天ヶ瀬ダム）

天端通路、資料館等
（鶴田ダム）

天端通路等
（天ケ瀬ダム）

展望台等
（白鳥大橋）

天端通路、展望台等
（八ッ場ダム）

展望台、サイクリングロード等

（来島海峡大橋）
有料ツアー
（来島海峡大橋）

天端通路等
（鳴子ダム）

高付加価値ツアー
（鳴子ダム）

塔頂ツアー
（来島海峡大橋）

塔頂とクルーズツアー
（白鳥大橋）

地域連携ツアー
（日下川新規放水路）

インフラツアー
（鶴田ダム）

※実線枠は現在の取組、点線枠は今後の取組の可能性をイメージしている。



主旨

• インフラが観光資源になりうる可能性について調査する
• 各モデルにおいてターゲットと仮定した層に需要があるのか調査する
• 各モデルにおける地域資源との連携方や地域経済への貢献方についての可能性を調査する

調査対象

• 20～69歳の男女、400名
• 1年以内に国内観光をしたい方

設問内容(イメージ)

（4分類それぞれのツアーや見学プログラム事例を明示したうえで、以下の設問への回答を取得）
• このようなツアーや見学プログラムを知っているか。参加したいか/なぜ参加したいか。参加形態は。
• ツアーやプログラムのどこに魅力を感じるか。魅力向上のために求める設備は何か（トイレ、説明板など）。
• 魅力向上のために組み合わせる周辺観光資源はどのようなものが良いか。
• 旅行を検討する際に参考にするメディアは。年間の旅行予算は。

２．取組のタイプに応じたインフラツーリズム拡大方策
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◆今後の予定

設定したインフラツーリズム取組分類型の仮説に対する旅行者の受容性を以下の
WEB調査により検証する



３．各モデル地区の進捗状況
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３．各モデル地区の進捗報告 －事業全体スケジュール－

25

・ファムツアーで指摘された評価、課題、改善点を踏まえた事
業実施方針（案）の見直し
・事業実施方針に基づき、具体的な商品造成を目指したツ
アー提案シートの検討
・地域の実情を踏まえた運営体制の検討、検討課題の整理

第2回現地協議会

事業実施方針更新
ツアー提案シート作成
運営体制の検討
検討課題の整理

成果のとりまとめ

ファムツアーの実施

第1回現地協議会

事業実施方針（案）、
ファムツアーコースの作成

・インフラと周辺地域との連携に向け、現状把握と課題抽出

・ツアーを計画し、継続的に実施していくための事業実施方針
（案）の検討
・ファムツアーのコース、検証項目の検討

現地協議会準備 ・既存の活用しうる組織をベースに連携が必要な団体を追加

・インバウンド旅行関係者を対象にツアーを実施
・アンケートと意見交換会を実施し、インフラ見学及び地域の
観光資源に関する評価、課題、改善点等の意見を集約

―事業フロー(1年目)―



３．各モデル地区の進捗報告 －事業全体スケジュール－
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・自走化に向けて、モデル地区でのモニターツアーを実施
・継続を前提に収益性や地元への影響等を検証

実証実験
（モニターツアー）

成果のとりまとめ

運営体制確立、
第３回協議会実施

・自走化に向けた役割分担の確認
・ストーリーの検討
・ツアー行程に関する意見集約

現地状況ヒアリング ・新型コロナウイルスの影響を考慮してWEB会議等で対応

・モニターツアーに向けた募集チラシ、プロモーションツールの
作成
・ツアー運営マニュアルやアンケートの作成

ツアー行程作成

アンケート回収・集計

マニュアル・ツール等作成

―事業フロー(2年目)―



R2年度 R3年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 予定

鳴子
ダム

● ● ●● ●

自走化に向けて実
施方針案を協議予
定

天ヶ瀬
ダム

● ● ●

7月頃にモニターツ
アー実施予定

来島
海峡
大橋 ●

年度明けに協議会
実施予定
モニターツアーは秋
以降想定

鶴田
ダム

● ● ●

自走化に向けて実
施方針案を協議予
定

八ッ場
ダム

―

白鳥
大橋 ● ● ●

8月頃にモニターツ
アー実施予定

日下川
新規
放水路 ● ●

年度明けに協議会、
ファムツアー実施予
定

３．各モデル地区の進捗報告 －協議会、モニターツアー等の実施状況、予定－
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6/11
整備局打合せ

6/12
整備局打合せ

6/12
整備局打合せ

6/12
整備局打合せ

※R2.3ダム完成

8/17
現地協議会

10月～11月
モニターツアー(計４回)

3/5
現地協議会

3/9
現地協議会

12/21～1月
検討会ヒアリング

2/16
現地協議会

11/28～29
モニターツアー

10/30
現地協議会

3/19
現地協議会

12/2
現地協議会

施設の開放、
地元主体のツアー実施

★：現地関係者打合せ等

★ ★ ★ ★

★ ★ ★ ★ ★

★★ ★ ★ ★

★★

★

★ ★ ★★ ★ ★

★★ ★★★ ★★★★ ★★ ★

★ ★★ ★

9月～11月
検証ツアー

★

★

8/21
整備局打合せ

8/21
整備局打合せ



３．各モデル地区の進捗報告 –鳴子ダム①-
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◆令和２年度の事業内容

①運営体制の構築
• 中心組織となる大崎市との連携、民間企業（一社みや
ぎ大崎観光公社）の体制構築による自走化に向けた
事業推進

②ガイドの担い手の確保 • ツアー内容に応じて地元協力者を調整

③周辺地域と連携したガイドストー
リーの構築

• テーマ「水」（上流から下流まで）

④すだれ放流の実施検討 ・ 東北地方整備局にて検討

◆令和元年度の成果を踏まえた今後の検討内容

①インフラ施設見学の深度化
• 「水」を主役に見学の通年化と夜間見学の検討
• 見学受入可能な人数と価格設定、組み合わせの検討

②地域の観光資源と連携したコンテン
ツ検討

• 「水」を主役に世界農業遺産を組み合わせたストーリーの策定
• オルレなど体験型の素材との組み合わせ

③インフラツーリズムの運営体制構築 • 運営体制、役割分担の検討、収益化を目指したモデルの構築

④インフラツーリズムの実践 • 販売手法の検討、情報発信計画の策定

第６回懇談会資料再掲
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現地協議会：鳴子ダム水源地域ビジョン幹事会
大崎市、宮城県、（一社）みやぎ大崎観光公社、NPO法人鬼首山学校協議
会、大崎市立鬼首小学校、鬼首地域づくり委員会、鳴子まちづくり協議会、
鳴子温泉郷観光協会、㈱オニコウベ、大崎地域水管理協議会、東北電力㈱

鳴子ダム管理所など

民間運営事業者
（（一社）みやぎ大崎観光公社）
・ツアー参加者募集等の受付体制
・ガイドの雇用
・ツアーの実施（民間のノウハウを活用した
インバウンド目線も含めた付加価値の高い
企画による収入増機会提供

旅行会社・団体

鳴子ダム管理所

個人

スタッフ派遣（鍵管理・安全監視）
※民間への完全委託について要検討

ガイド養成

民間運営事業者を公募選定

ガイド派遣
・案内

申込、
料金支払い

申込、
料金支払い

連携協定

施設使用願

施設使用許可

ガイド派遣
・案内

◆ 運営スキーム（案）
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＜構成員＞
既存組織：鳴子ダム水源地域ビジョン幹事会

大崎市、宮城県、（一社）みやぎ大崎観光公社、NPO法人鬼首山学校協議会、
大崎市立鬼首小学校、鬼首地域づくり委員会、鳴子まちづくり協議会、
鳴子温泉郷観光協会、（株）オニコウベ、大崎地域水管理協議会、東北電力（株）、
鳴子ダム管理所

その他連携団体：NARU-GO！再生プロジェクト

◆ 現地協議会

＜第３回協議会＞
○日 時：令和2年8月17日 13:30～15:30

○場 所：大崎市図書館会議室

○議 事：
（１）今年度事業の説明
（２）鳴子ダムにおける取組の現状報告
（３）モニターツアーに関する協議
（４）今後のスケジュールについて
（５）その他
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◆ モニターツアーの企画

一般募集によるモニターツアーを実施し、インフラツーリズムの自走化に向けて、地域主体
の取組の検証及び論点・課題の抽出を行う。実施に当たってはインフラツーリズムの地域
への定着を目指し、鳴子温泉の観光実態に合わせ、コンセプトの異なる２パターンのモニ
ターツアーを検討・実施する。

ツアー コンセプト ポイント 将来イメージ

１日１組限定
高単価・高付
加価値プラン

・鳴子温泉の旅館宿泊客
（インバウンド含む）を対
象とする。

・少人数に限定した、特別
感のあるツアーを高単価
で提供する。

・鳴子ダム管理所見学
・パトロール船から紅葉見学
・ダム天端・内部見学

（インクライン乗車、試験放流見
学）

【地域周遊】
・地獄谷遊歩道

・常時又は期間限定で、旅
館宿泊客を対象として現
地で予約可能なツアーを
販売する。

・乗船体験・堤体内部見学
は民間事業者による運
営を想定。

団体バスツ
アー

・主として首都圏及び仙台
都市圏居住者、インバウ
ンドを対象とする。

・一般募集による鳴子ダム
と地域周遊を組み込んだ
団体バスツアーを提供す
る。

・鳴子ダム管理所見学
・ダム天端・内部見学

（インクライン乗車、試験放流見
学）

【地域周遊】
・地獄谷遊歩道
・あ・ら・伊達な道の駅

・季節ごとに一般募集によ
る団体バスツアーを販売
する。

・周辺の観光資源との連携
により、地域経済の活性
化に貢献する。
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◆第３回協議会意見要旨

◆モニターツアーへの反映

３．各モデル地区の進捗報告 –鳴子ダム⑤-

• 観光タクシープランについてはもっと特化して良い。必ず鳴子温泉に泊まる形に限定した方
が良い。

• いずれはインフラツーリズムと農業遺産を組み合わせていく可能性があると考える。
• 自走するにはそれなりの単価をもらわないとできない。
• 告知の方法が今までの課題である。行きたい人は必ずいるはずなので、そのターゲットに
伝わる広報の仕方を考えなくてはならない。コンテンツのイメージを周知することができれ
ば今後自走できると考えている。

• モニターツアーの2つのプランについて、実施に向けて進めるということで良い。

① ターゲットや担い手、地域資源との連携、プロモーション、予約、手配の観点から今後の
地元主体での実施に向けた検証を行う。

② どの程度の単価であれば参加する人がいるか、利益が出るのかも想定した、収支計画に
ついても検証する。
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＜構成員＞
既存組織：鳴子ダム水源地域ビジョン幹事会

大崎市、宮城県、（一社）みやぎ大崎観光公社、NPO法人鬼首山学校協議会、
大崎市立鬼首小学校、鬼首地域づくり委員会、鳴子まちづくり協議会、
鳴子温泉郷観光協会、（株）オニコウベ、大崎地域水管理協議会、東北電力（株）、
鳴子ダム管理所

その他連携団体：NARU-GO！再生プロジェクト

◆ 現地協議会

＜第４回協議会＞
○日 時：令和3年3月5日 10:00～12:00

○場 所：大崎市図書館会議室

○議 事：
（１）今年度事業の説明
（２）鳴子ダムにおける取組の現状報告
（３）モニターツアーに関する協議
（４）今後のスケジュールについて
（５）その他
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◆モニターツアーの内容

• 今回のモニターツアーでは、来年度以降の自走化に向けて異なるターゲットを取り込むため、
2つのツアーを実施することとなった。

• 1つ目のプランとして高単価の観光タクシープランを設定した。鳴子温泉の宿泊客をターゲット
に1日1組限定の少人数での参加条件とした。地獄谷遊歩道を散策した後に昼食をとり、鳴子
ダム見学ではパトロール船からの紅葉見学やインクラインの乗車、試験放流の見学等を体験
できるコースを設定した。

• 2つ目のプランは日帰りで参加可能な団体向けのバスツアーを設定した。仙台駅を出発地とし、
鳴子ダムでの試験放流を見学するほか、地獄谷遊歩道や道の駅を周遊箇所に設定した。

予定時間 内容

8：30 仙台駅出発

11：00 鳴子温泉駅到着

11：30 地獄谷遊歩道見学

12：10 レストラン鳴子の風（ダムカレー）

13：30～
15：20

鳴子ダム見学
（操作室⇒七色トンネル⇒ダム天端見学
⇒ダム直下からの見学⇒試験放流見
学）

15：30 鳴子温泉駅

17：00 あ・ら・伊達な道の駅（自由時間30分）

19：00 仙台駅到着

予定時間 内容

9：30 源蔵の湯 鳴子観光ホテル 出発

10：00 地獄谷遊歩道見学

11：30 レストラン鳴子の風（ダムカレー）

13：00～
16：00

鳴子ダム見学
（管理所見学⇒パトロール船から紅葉見
学⇒ダム天端・内部見学・インクライン乗
車体験⇒試験放流見学）

16：30 源蔵の湯 鳴子観光ホテル 到着・解散

プラン②団体バスツアープラン①観光タクシープラン

34
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プラン①：観光タクシープラン
項目 内容

コース名 【1日1組限定・鳴子発着】ダム湖パトロール船からの紅葉鑑賞と内部見学付き観光
タクシー宿泊付きプラン2日間

実施日 10月24日（土）、31日（土）

最小催行人員 1名

添乗員 なし

運営会社・申込先 みやぎ大崎観光公社（募集型企画旅行）

タクシー会社 鳴子中央タクシー

宿泊施設 源蔵の湯 鳴子観光ホテル

参加人数 10月24日（土）：1組3名

販売価格
4名1台の場合：20,950円（1名分）、3名1台の場合：22,850円（1名分）、
2名1台の場合：24,450円（1名分）、1名1台の場合：41,500円（1名分）
※Gotoキャンペーン対象35％給付後の価格

食事条件 朝1回・昼0回・夕1回

集合場所 源蔵の湯 鳴子観光ホテル 9：30

コース説明

～鳴子の美しい紅葉を、混雑を気にせずダム湖から独り占め～
ダム湖をパトロール船で遊覧し、普段は絶対に観られない水面に映える美しい紅葉をご
覧いただけます。ダム管理所⾧による貴重なダム内部見学と、大迫力の試験放流があな
たのためだけに実施される、贅沢尽くしでちょっとアカデミックな観光タクシープラン
です。
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プラン②：団体バスツアー

項目 内容

コース名 【仙台駅・鳴子温泉駅発着】鳴子温泉の観光名所を大満喫！ダム特別見学付きバ
スツアー

実施日 10月30日（金）、11月5日（木）

最小催行人員 5名

添乗員 あり

食事条件 朝0回・昼0回・夕0回

集合場所 仙台駅8:30 または 鳴子温泉駅11:30

運営会社・申込先 みやぎ大崎観光公社（募集型企画旅行）

バス会社 仙南交通 （中型バス）
バスガイド付き

参加人数 11月5日（木）：男性2名、女性13名 計15名

販売価格 1名あたり 3,250円
※Gotoキャンペーン対象35％給付後の価格

コース説明

～大迫力の試験放流が見られる鳴子ダム特別見学付きバスツアー～
このツアーのためだけに、ダム管理所⾧が直々にダムをご案内＆試験放流を実施
します！ダム頂上から見渡す紅葉は絶景！混雑知らずで眺望を満喫できます。発
着地を選べるから、仙台から利用して鳴子に一泊するのもおすすめです。
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◆ モニターツアーの実施状況

観光タクシープラン 団体バスツアー

ダム管理所での説明

インクライン

パトロール船

地獄谷

試験放流見学



検証項目 検証内容、結果

ターゲット • プレミアムツアーとしての観光タクシープラン、団体バスツアー
の２プランを設定。バスツアーの多くは仙台在住者であった。

担い手 • みやぎ大崎観光公社を実施主体とする運営体制を構築

商品造成（地域連
携）

• 広く知られていない新たな観光資源の発掘や、宿泊・消費行動
を促進する連携施設を設定

• ガイドシナリオを作成

プロモーション • 観光公社のHPでの募集のほか、フリーペーパー、メルマガ等に
よる広報を実施。ツアーを知ったきっかけはフリーペーパーが多
かった。

収支計画 • 一定の利益を得られる収支計画のシミュレーションを実施

参加者の評価 • インフラに対する理解が促進されたほか、ほかの人に鳴子ダム
の見学を推薦したいとの意見が多数得られた

３．各モデル地区の進捗報告 –鳴子ダム⑪-
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◆ モニターツアーの実施結果
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◆ガイドマニュアルの作成

３．各モデル地区の進捗報告 –鳴子ダム⑫-

• 鳴子ダムにおけるガイドを実際に行うことを想定して、ガイドマニュアル案を作成した。
• ガイドのコツや安全対策、具体的なガイド地点、ガイド内容などを記載。
• ガイド前半における「心構え」や 「基礎技術」は、全国各地でのガイド現場を俯瞰し㇐般論化し
た記載となっている。

ダム天端におけるガイド内容（抜粋）ガイドマニュアルの構成
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◆第４回協議会意見要旨

◆今後の自走に向けた取組（案）

３．各モデル地区の進捗報告 –鳴子ダム⑬-

• 紅葉シーズン以外も含めて今後通年化していくための検討が必要である。また、具体的に
どこで消費行動を行えるかも含めて検討が必要である。

• モデルツアーで組み合わせた地獄谷は、足場が悪くキャパシティ問題もあるので、環境整
備等が必要。

• 収支計画は成り立つこととなっているが、ダム管理所が担っている部分も大きいため見えて
いないコストもある。今後の検討課題である。

• すだれ放流は実施回数が限られるが、すだれ放流のように見えるライトアップを検討してい
る。こちらは年間を通して実施可能である。

• ガイドマニュアルができたことで、これまで感覚でやってきたことが明確化された。

① 通年で実施できるコンテンツ、ツアーの検討

② 民間委託や、自走化時の収支計画検討

③ ガイドマニュアルの深度化



検討①
インフラ施設見学の深度化

• ライトアップ等を活用したすだれ放流に変わるコンテンツ形成
• ボートによる周遊などダム湖の活用

検討②
地域の観光資源と連携したコンテンツ検
討

• 鳴子温泉を中心とした施設等と連携し、「地域でどこでお金が
落ちるか」を具体的に検討

• 大崎耕土など流域との連携
• 地獄谷などに置ける、必要に応じた環境整備

検討③
インフラツーリズムの運営体制構築

• 観光公社を中心としたツアー実施、販売体制の構築
• 民間事業者の参入も見据えた体制検討

検討④
インフラツーリズムの実践

• ターゲット層を踏まえた広報方法の検討
• デスティネーションキャンペーンなどとの連携

３．各モデル地区の進捗報告 –鳴子ダム⑭-

◆令和２年度成果を踏まえた今後の検討事項

41

◆令和３年度の事業内容

①コンテンツ、ツアーの通年化の検討 • 紅葉や新緑の時期以外にも魅力を感じるコンテンツの発掘、
検討を行い、これを組み込んだツアー内容を検討する。

• ガイドマニュアルの深度化を図る。

②広域周遊ルート、ツアーの検討 • 大崎耕土など下流域も含めた、ダムを中心とする広域のス
トーリーを検討し、ツアーを形成する。

③民間委託や収支計画の検討 • ボート運行の民間委託や、民間事業者参入時の収支計画に
ついて検討する。

④ツアーの本格販売 • 個人・団体向けのツアーの本格販売を開始する。



• モニターツアーの検証結果をふまえて、今後実施が可能と考えられる鳴子ダムのツアー商品を
検討した。

種類 販売方法 内容 販売時の留意点

個人向け旅行
商品

観光タクシー
プラン単品の
販売

鳴子温泉宿泊者をターゲットと
したプラン。ダム湖での乗船体
験など少人数に限定した特別
感のあるツアー内容を提供。

マイカー利用による現地集合・
解散のプランや、ふるさと納税
の返礼品としても販売可能。

団体向け旅行
商品

旅行会社向け
パッケージ
商品としての
販売

団体向け企画手配商品として
販売を行う、バスツアー向けの
現地プラン。地獄谷遊歩道での
温泉卵体験やガイド付きの鳴子
ダム見学や点検放流を提供。

紅葉時期やすだれ放流等イベ
ント実施日に合わせて販売し、
ツアーが発生すれば手配を行う
形態に特化することで、募集ツ
アー主催のリスクを回避し、収
益の確保を目指す。 42
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◆鳴子ダムにおける今後の事業実施方針

◆鳴子ダムにおける個人向け、団体向けプラン（案）

• モニターツアーの結果を踏まえ、通年で実施できるコンテンツ、ツアーの検討、民間委託や自走化
時の収支計画の検討、ガイドマニュアルの深度化などを行う。

• 個人向け、団体向けプランのさらなる検討を行う。
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◆今後販売を予定するツアー内容（案）

項目 内容

コース概要
ガイド付きのダム内部見学と小型ボートでのダム湖遊覧が体験できる観光タクシープラン
です。大迫力の点検放流やインクラインの乗車体験など普段は体験出来ない鳴子ダムを
満喫できます。

出発時間 9:30/12:45/13:45 ※各時間1組限定（1組：1-4名）

所要時間 約3時間30分

除外日 年末年始のほか、一部作業日

料金
2名1組の場合 15,000円/人、3名1組の場合 12,000円/人、
4名1組の場合 9,000円/人
※おとな・こども同額

申込締切 出発日の14日前

行程
鳴子温泉駅＝＝所要15分＝＝鳴子ダム内部見学（虹色トンネル、インクライン乗車、監査
廊見学、点検放流）、
ダム湖遊覧（所要3時間）＝＝所要15分＝＝鳴子温泉駅

ダム湖遊覧に使用する小型ボート

虹色トンネル

点検放流の様子

【団体向け旅行商品】
項目 内容

コース概要
バスツアー向けの現地プラン。地獄谷遊歩道での温泉卵体験やガイド付きの鳴子ダム
見学と大迫力の点検放流が楽しめます。

除外日 年末年始のほか、一部作業日

料金
3,000円/人
※おとな・こども同額（バス代別、ガイド代・温泉卵体験費用込）

申込締切 出発日の14日前

行程（例） 地獄谷温泉卵体験＝＝鳴子ダム（所要90分）

【個人向け旅行商品】
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３．各モデル地区の進捗報告 –天ヶ瀬ダム①-

◆令和２年度の事業内容

①運営体制の構築 • 企画・予約管理：お茶の京都DMO、実施：宇治市観光協会、
流通：京阪の連携体制を維持し、個人向けの商品造成がで
きるよう淀川ダム統合管理所と連携し検討要

②周辺地域と連携したガイドストーリーの
構築

• 既存のインフラのみのガイド内容の洗い出し→周辺観光資
源と連携したブラッシュアップ

③ツアー商品造成・実証 • 団体向けツアーは既にあり→周辺観光資源と連携させた個
人向けツアー商品造成

◆令和元年度成果を踏まえた今後の検討事項

検討①
インフラ施設見学の深度化

• 繰り返し見学に参加してもらえるようなより満足度の高い見
学内容の検討

• 民間主導の運営体制の検討

検討②
地域の観光資源と連携したコンテンツ検討

• 宇治茶とダムを結ぶストーリーの検討

検討③
インフラツーリズムの運営体制構築

• 自治体、DMO、観光協会、ツアー実施事業者の役割分担検
討

検討④
インフラツーリズムの実践

• 情報発信やプロモーション等の検討

第６回懇談会資料再掲
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３．各モデル地区の進捗報告 –天ヶ瀬ダム②-

◆ 運営スキーム（案）

現地協議会：天ヶ瀬ダムを観光資源に含めた
宇治市地域の観光発展検討会

宇治市、宇治商工会議所、宇治市観光協会、京阪ホールディングス㈱、
（一社）お茶の京都DMO、京都府、近畿地方整備局、琵琶湖河川事務所

淀川ダム統合管理事務所など

民間運営事業者
（（一社）宇治市観光協会）

・ツアー参加者募集等の受付体制
・ガイドの雇用又は確保
・ツアーの実施

旅行会社・団体

淀川ダム統合管理所

個人

スタッフ派遣（鍵管理・安全監視）
※民間への完全委託について要検討

ツアー主
催

申込、
料金支払い

申込、
料金支払い

必要なら連携協定など

施設使用願

施設使用許可

販売及び
ガイド派遣
・案内
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３．各モデル地区の進捗報告 –天ヶ瀬ダム③-

＜構成員＞
既存組織：天ヶ瀬ダムを観光資源に含めた宇治市地域の観光発展検討会

宇治市、宇治商工会議所、宇治市観光協会、京阪ホールディングス(株)、
（一社）お茶の京都ＤＭＯ、京都府、近畿地方整備局、琵琶湖河川事務所、
淀川ダム統合管理事務所

◆ 現地協議会

＜第2回協議会＞
○日 時：令和３年３月９日 １５:００～１５:５０

○場 所：WEB
○議 事：
（１）インフラツーリズム魅力倍増プロジェクトの取組
（２）これまでの検討状況と今後の事業実施予定
（３）その他
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３．各モデル地区の進捗報告 –天ヶ瀬ダム④-

段
階 検証事項 検証目的 方法（案）

造
成

1
事業者及び広域DMOや自
治体と連携したプロモー
ション及び集客の実施

• 旅行会社や事業会社との連携方について策定し、恒常的な広 報
形態及び販路を確保する

• 旅行会社や事業会社への委託販売及
びプロモーションの実施

• DMOや自治体または地域旅行会社
の広報媒体への掲載依頼（定期発行
紙やSNS、HP等）

• 広報ツールの作成（チラシ、動画）

2 ボランティアガイドとの
連携強化

• インフラツアーを通してお客様に伝えるメッセージや天ケ瀬ダム
の魅力を最大化する • 淀川ダム管理所と連携した講習実施

実
施

3 （バス）ツアー商品のオ
ペレーション

• 団体商品造成における知見を得る
• 団体/個人商品のオペレーションにおける実績を得る
• コロナ対策

• 団体商品の造成
• モニターツアーの実施

４ 雨天時の特別体験内容の
試験実施

• ダムの特別体験が可能な月3日を最大限に活用できるよう、雨天
時でも催行可能なコンテンツを用意する

• 雨天時特別体験の催行
• アンケート調査

実
施
後

５ ターゲットの精緻化 • モニターツアーへの参加者の属性や需要、平日/土日別の集客度
等をはかり、ダムの特別体験が可能な月3日を最大限に活用する

• 平日と土日でのモニターツアーの実
施

• アンケート調査

６ 価格設定 • 旅行者の需要に即した商品造成につなげ、集客度をあげて利益や
地域への貢献度の最大化を図る

• 収支計画の策定
• アンケート調査

7 ダムの魅力の検証 • 旅行者の需要に即した商品造成につなげ、集客度をあげて利益や
地域への貢献度の最大化を図る • アンケート調査

◆モニターツアーを通して以下の事項を検証する。

• 宇治市観光協会がインフラツアーを提供していくための体制構築を推進する
• 天ケ瀬ダムへの需要や、貴重な機会を最大限に活用するための方法を思案する

モニターツアー

※実施主体：宇治市観光協会
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３．各モデル地区の進捗報告 –天ヶ瀬ダム⑤-

◆ モニターツアープラン（好天時）
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３．各モデル地区の進捗報告 –天ヶ瀬ダム⑥-

◆ モニターツアープラン（雨天時）



50

３．各モデル地区の進捗報告 –天ヶ瀬ダム⑦-

◆ モニターツアーの実施体制
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◆第２回協議会意見要旨

◆モニターツアーへの反映、今後の自走に向けた取組（案）

３．各モデル地区の進捗報告 –天ヶ瀬ダム⑧-

• 宇治市には観光ボランティアクラブがあるため、土日であってもガイドの確保は行いやすい
が、ダムの特別体験には職員対応が必要なため限られた日数を最大限活用したい。

• 雨天時のキャットウォーク等に代わる代替コンテンツについては重要なポイントである。た
だ珍しいだけでなく、エンターテイメント性があるなど魅力があるものでないといけない。

• 宇治市周辺などダムの恩恵を受けている方もターゲットになるのではないか。
• マイクロツーリズムの観点で、「地域を深く知る」ことが注目されている。宇治を知るきっかけ
はこれまで寺社やお茶だったが、そこにダムが新たな切り口として加わっていくとよい。

• インフラツーリズムの中での他地域との差別化も必要である。
• 広報については、「早く」「太く」「広く」の観点で様々な方法を試した方が良い。

① 宇治市観光協会を実施主体としたモニターツアー内容の設定、販売、宣伝の実施・検証

② 地域とのつながりを踏まえた連携コンテンツの検討

③ 雨天時の代替コンテンツについての検討、参加者の評価検証



検討①
インフラ施設見学の深度化

• キャットウォーク体験、点検放流見学をメインコンテンツとしつ
つ、雨天時の代替コンテンツを検討

検討②
地域の観光資源と連携したコンテンツ検
討

• ダムと周辺地域とのつながりを深く知ることができるストー
リーの検討

検討③
インフラツーリズムの運営体制構築

• 宇治市観光協会を中心としたツアー造成、販売体制の構築
• 点検放流やキャットウォーク体験の実施可能日が限られるこ
とへの対応

検討④
インフラツーリズムの実践

• SNSや旅行会社での販売なども活用した、ターゲットを踏まえ
た幅広い広報方法の検討

３．各モデル地区の進捗報告 –天ヶ瀬ダム⑧-

◆令和２年度成果を踏まえた今後の検討事項

52

◆令和３年度の事業内容

①モニターツアーの実施 • 天ヶ瀬ダムと組み合わせるコンテンツや、雨天時の代替コン
テンツの満足度、収支計画などについて検証

②ストーリーの具体化 • 宇治市内だけでなく、琵琶湖からの流域全体を見渡した地域
について深く知れるストーリーやコンテンツの検討

③運営体制構築 • 宇治市観光協会を中心とした、自走可能な運営体制の構築

④販売、PR方法の検討 • 幅広い広報チャンネルの検討



53

３．各モデル地区の進捗報告 –天ヶ瀬ダム⑨-

◆天ヶ瀬ダムにおける今後の事業実施方針

• 令和３年夏頃にモニターツアーを実施することを念頭に、ツアー行程や収支計画、広報について
検討する。令和３年６月頃の募集開始を想定する。

令和3年
夏頃

令和3年
4月～5月



54

３．各モデル地区の進捗報告 –来島海峡大橋①- 第６回懇談会資料再掲

◆令和２年度の事業内容

①運営体制の構築 • 地元観光事業者：ガイド・船あり。主塔の管理上５名同行必
要

• 地元観光事業者に運営を委託するための協議会等の構築
• 業者選定の手続き

②周辺地域と連携したガイドストーリーの
構築

• 地元観光事業者での運営を前提に観潮見学等を含む周辺
観光資源と連携したストーリーの検討

③ツアー商品造成・実証 • 秋以降実施に向けて本四高速・四国地整でスケジュール調
整中

検討①
インフラ施設見学の深度化

• 地元の人材や県ＯＢも含めたガイド人材の確保

検討②
地域の観光資源と連携したコンテンツ検討

―

検討③
インフラツーリズムの運営体制構築

• 「お金の流れ」も含めたツアー等の運営体制の構築

検討④
インフラツーリズムの実践

• プロモーションや販売ルートの検討

◆令和元年度成果を踏まえた今後の検討事項
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３．各モデル地区の進捗報告 –来島海峡大橋②-

◆ 運営スキーム（案）

現地協議会：環瀬戸内海地域交流促進協議会

ワーキンググループ：塔頂ツアー推進会議
今治市、今治地方観光協会、DMO（しまなみジャパン他）、

愛媛県、四国地方整備局、JB本四高速など

民間運営事業者
塔頂ツアー企画・運営
・ツアー独立採算
・ツアー要員確保（一部、本四高速職員）
・安全確保、賠償責任
安全の確保

ツアー事業者

本四高速
今治管理センター

参加者（個人・団体）

安全・ガイド講習・
職員派遣（安全監視・鍵管理）

観光協会：ガイド育成・教育支援、本四高速：安全EV研修・ガイド講習

運営事業者を公募選定、事業計画を確認・了承

説明・案内 申込、
料金支払い

申込、
料金支払い

【運営協定】

施設使用願

施設使用許可

公募・選定
観光資料・情報提供
観光事業連携

事業計画書提出
ツアー実施計画（日程等）

説明・案内
調整・枠取

施設使用料・
職員派遣費支払

〇塔頂前説明 〇同意書受領 〇ヘルメット配布
〇主塔・EV内ガイド 〇塔頂部安全確保・ガイド 〇EV監視異常対応
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３．各モデル地区の進捗報告 –来島海峡大橋③-

◆ 検証ツアーの実施

• 橋の管理者である本州四国連絡高速道路株式会社が独自に4つの検証ツアーを実施し、各ツ
アーより安全面、運営面、コスト面での課題を抽出することができた。
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３．各モデル地区の進捗報告 –来島海峡大橋④-

◆ 検証ツアーの実施
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３．各モデル地区の進捗報告 –来島海峡大橋⑤-

◆ 検証ツアーの実施
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３．各モデル地区の進捗報告 –来島海峡大橋⑥-

◆ 検証ツアーの実施
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３．各モデル地区の進捗報告 –来島海峡大橋⑦-

◆ マーケットサウンディングの実施

• ツアーの実施主体を民間事業者に委託することを念頭に、本四高速において令和3年1月に
民間事業者へのマーケットサウンディングを実施した。

• 10社が参加し、当地域におけるツアーは事業性があると回答があった。



2020年度 2021年度

7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

推進会議

ガイド研修（県OB)
（モデル事業のガイド確保）

ガイド研修

ガイドマニュアル作成

エレベーター安全対策

マーケットサウンディング

モデル事業の公募

モデル事業の実施

61

３．各モデル地区の進捗報告 –来島海峡大橋⑧-

◆ 実施スケジュール

●設立

募集

サウンディング調査開示資料作成

要領作成案作成 募集・審査

事業者決定



検討①
インフラ施設見学の深度化

• 主塔塔頂及び桁外作業車への乗車体験をメインとしたコンテ
ンツの安全な実施のための検討

• 安全確保策の検討、県OBなどへガイド研修の継続実施

検討②
地域の観光資源と連携したコンテンツ検
討

• 馬島など周辺地域との連携や、村上水軍などのコンテンツと
の連携の具体化

• サイクリング、マリンスポーツ等のアクティビティとの連携検討

検討③
インフラツーリズムの運営体制構築

• 本四高速から民間事業者への委託のための公募を見据えた
マーケットサウンディングの結果を踏まえた公募条件の設定

検討④
インフラツーリズムの実践

• SNSなども活用した、ターゲットを踏まえた幅広い広報方法の
検討

３．各モデル地区の進捗報告 –来島海峡大橋⑨-

◆令和２年度成果を踏まえた今後の検討事項
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◆令和３年度の事業内容

①モニターツアーの実施 • 安全面を考慮した塔頂ツアー及び桁外作業車体験の人員配
置や、満足度の高い見学内容、収支計画などについて検証

②地域と連携したプランの検討 • ターゲットを想定し、プレミアムプランやアクティビティプラン、
村上水軍をテーマとしたなど、多様なプラン内容を検討

③運営体制構築 • 民間事業者によるツアー運営体制の構築に向けた、公募要
件の検討、公募・選定

④販売、PR方法の検討 • 民間事業者の強みを生かした幅広い広報チャンネルの検討
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３．各モデル地区の進捗報告 –来島海峡大橋⑩-

◆来島海峡大橋における今後の事業実施方針

• 民間事業者による自走化を見据えたモニターツアの実施に向けて、令和２年度に実施したマー
ケットサウンディング調査を踏まえて本四高速において事業者公募を実施。

• 令和３年秋頃にモデル事業のよるツアーを実施することを念頭に、ツアー行程や収支計画、広報
について民間事業者の決定を踏まえて検討する。

• モニターツアーを踏まえて、安全性の確保された満足度の高い見学内容や組み合わせるコンテン
ツ、自治体や地域事業者との連携方についてを精査する。
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３．各モデル地区の進捗報告 –鶴田ダム①- 第６回懇談会資料再掲

◆令和２年度の事業内容

①運営体制の構築 • 川内川水系かわまちづくり観光振興部会と連携し、運営体
制を確立する

②周辺地域と連携したガイドストーリーの
構築

• 管理事務所に勤務するコンシェルジュの活用、連携も検討

③ツアー商品造成・実証 • 通年で実施している見学との差別化、土日対応などの検討

④パンフレットの活用による認知拡大方策
検討

• 新たに作成したインフラツーリズムのパンフレットの活用方
策の検討

◆令和元年度成果を踏まえた今後の検討事項

検討①
インフラ施設見学の深度化

• インフラ施設見学の詳細検討、民間事業者への委託も見据
えた運営体制の検討

検討②
地域の観光資源と連携したコンテンツ検討

• 地域の観光資源との連携について、具体的な連携のプログ
ラムを検討

検討③
インフラツーリズムの運営体制構築

• 「お金の流れ」も含めたツアー等の運営体制の構築

検討④
インフラツーリズムの実践

• プロモーションや販売ルートの検討
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３．各モデル地区の進捗報告 –鶴田ダム②-

薩摩川内市、さつま町、伊佐市、
川内川河川事務所、鶴田ダム管理所など

民間運営事業者
（（株）薩摩川内市観光物産協会）
・ツアー参加者募集等の受付体制
・ガイド雇用
・ツアーの実施（民間のノウハウを活用した
インバウンド目線も含めた付加価値の高い
企画による収入増機会提供）

旅行会社・団体

鶴田ダム管理所

個人

スタッフ派遣（鍵管理・安全監視）
※民間委託について整理

ガイド養成

民間運営事業者を公募選定

ガイド派遣
・案内

申込、
料金支払い

申込、
料金支払い

連携

施設使用願い

施設使用許可

ガイド派遣
・案内

◆運営スキーム（案）



66

３．各モデル地区の進捗報告 –鶴田ダム③-

＜構成員＞
既存組織：川内川水系かわまちづくり観光振興部会

鹿児島県、宮崎県、薩摩川内市、さつま町、伊佐市、湧水町、えびの市、
川内川河川事務所、鶴田ダム管理所

その他連携団体：（株）薩摩川内市観光物産協会、NPO法人ひっ翔べ！奥さつま探検隊、
NPO法人バイオマスワークあったらし会、NPO法人水と地球

◆ 現地協議会

＜第３回協議会（鶴田ダムインフラツーリズムに関する情報交換会）＞
○日 時：令和３年２月16日 14:00～15:30
○場 所：さつま町役場
〇参加機関：薩摩川内市、さつま町、伊佐市、薩摩川内市観光物産協会、さつま町観光特

産品協会、伊佐市観光特産協会、宮之城温泉旅館組合、紫尾温泉組合、電源
開発株式会社、川内川河川事務所、鶴田ダム管理所）

○議 事：
（１）インフラツーリズム魅力倍増プロジェクトの取り組みについて
（２）鶴田ダムのこれまでの取り組み
（３）関係機関のツーリズム取り組み（各市町）
（４）鶴田ダムの今後の取り組み （鶴田ダム）
（５）その他
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３．各モデル地区の進捗報告 –鶴田ダム④-

○令和2年11月28、29日に、鶴田ダムとダム周辺の観光資源をタイアップした「鶴田ダムインフラツアー」
が実施（20名参加）され、放流状況やダム内部の施設見学など、普段見ることができない体験だったな
ど大変好評であった。

点検放流状況

コンジット広場オープントップバス

ゲート説明

曽木の滝

⼊来麓武家屋敷群

国⽴天⽂台VERA

◆ モニターツアーの実施

販売価格 1名あたり35,800円 ※Gotoキャンペーン対象35％給付後の価格
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３．各モデル地区の進捗報告 –鶴田ダム⑤-

◆ モニターツアーの実施結果

①とても理解した, 7人, 35%

②理解した, 10人, 50%

③普通, 1人, 5%

⑥無回答, 2人, 10%

Q2-6①鶴田ダムの役割・目的は理解できましたか?

①とても理解した ②理解した ③普通 ④あまり理解できなかった ⑤全く理解できなかった ⑥無回答

④あまり理解できなかった 0人
⑤全く理解できなかった 0人

（有効回答人数:20人）

1人
12人

7人
5人

2人
2人

4人
0人

4人
0人

12人
2人
2人

0 5 10 15

①最近インフラツーリズムが流行っているから
②ダムの放流が見たいから

③鶴田ダムエイジング焼酎に興味があるから
④土木構造物の見た目が美しい・迫力があるから

⑤土木技術に興味があるから
⑥土木構造物と周辺の風景のコントラストがきれいそうだから

⑦写真に映えそうだから
⑧子供の知識や好奇心を高めるのによさそうだから

⑨よく知られている観光地には飽きてきたから
⑩土木構造物と自身の生活の関係を知りたいから

⑪普段の生活では行かないところに行ってみたいから
⑫人に自慢できそうだから

⑬その他

Q2-3. 今回のツアーに興味を持った理由（複数選択可）

その他の理由：
・温泉、ダム放流・昔住んでいたから
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３．各モデル地区の進捗報告 –鶴田ダム⑥-

：令和２年度インフラツアーで組合せ実施 ：令和２年１１月より実施

企 画 設 定 内 容 企画の実現に向けた動き
反応や対応状況、実現性・課題

など
ス
ピード

①小中学生に向けた教
育旅行（修学旅行、社会
科見学、少年自然の家）

・子供たちが自然災害や治水に
興味を持ち、インフラの大切さを
認識する新しいプログラム
・ペーパークラフトによる鶴田ダ
ム模型の作製体験
・ダムレンジャーによる操作室で
の説明やダムレンジャーの要所
配備
・ダム模型によるわかりやすい
機能の説明

・社会科見学等の場所の決定権
は校長先生
・各学校すべてに行き届くよう市、
町の教育委員会へ打診し修学旅
行や社会科見学で他の見学箇所
とセットで当ダムへの見学を実施
いただくよう依頼
※修学旅行の活用についての動
きは未（他県）

・川内川流域の各教育委員会
へ確認したところ委員会から各
校長へ案内するよりもチラシ等
を添え直接各校長へ案内を出し
てもらっていい
・その際、委員会へも案内した
旨を周知してほしい
・単なるダム見学で終わらせる
のではなく防災意識の向上やダ
ムの役割、仕組みなど防災教
育の一環として活用するよう誘
導
・次年度以降も継続的に実施（5
年or6年生）

R-3
以降

②高齢者・障がい者に向
けたバリアフリーツアー

・急で長い階段の昇降など従前
のツアー内容を見直し高齢者や
障害者にとって新しいインフラ
観光。優しいダム観光を提案
・手摺りや昇降の緩和のための
ハード面の整備（将来）

・社会福祉協議会や自治体職員
の意見等を聴取しバリアフリーの
ための具体案を検討する
・社会福祉協議会と意見交換会
を開催（R2.1.23）
・ハード整備のための予算化が
必要

・具体の整備すべき内容の方向
性が決まり次第予算化の方策
を議論

R-3
以降

◆ 団体向けツアー
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３．各モデル地区の進捗報告 –鶴田ダム⑦-

企 画 設 定 内 容 企画の実現に向けた動き
反応や対応状況、実現

性・課題など
ス
ピード

③旅行会社とタイ
アップした鶴田ダ
ムインフラツアー
の受け入れ

・旅行会社と連携するととも
に企画するツアー受け入れ
体制の早期化、充実化

・R2年度は、(株)薩摩川内市観光物産協会が「団体
⑥焼酎タイムカプセルツアー」＋「個人④点検放流」
を組み合わせたツアーを開催（R2.11.28-29）
・ツアー参加者に、「ダムレンジャーのジャンパー」
及び「ダムのカケラ」を特典として配布
・焼酎貯蔵は、ダム見学の記念として好評
・点検放流は、普段立ち入れない箇所へ案内し、放
流の水しぶきを浴びる等の特別感を演出し好評

・R2年度に実施したツ
アー内容等を各市町の
観光協会等へ
周知し、ツアーの拡充
に向け協議して いく

R-2

④ダム建設、治水
技術を学ぶテクニ
カルビジット（技術
視察）

・国内外の土木技術者に向
けたダム再開発技術や治水
技術等を近隣事務所とも連
携しわかりやすく発信する専
門性の高いツアーの企画

・ダム再開発事業の河川激特事業の概要を記載し
たパンフレットの見直し

・担当した技術者との
意見交換会を実施し、
パンフレットの見 直し
を行う。

R-3
以降

⑤ダムマニア満足
ツアー

・ダムマニアの要望に応える
満足度の高いツアーの企画

・ダムマニアや、大人の社会科見学などを主宰する
方々にダムを見学してもらいマニアが期待、喜ぶ
ツアー内容を検討
・ダムマニアによる講演会を開催（R2.1.27）
・ダムマニアと意見交換会を開催（R2.1.28）

・R3年度に再度ダムマ
ニアとの意見交換会を
実施し、ダムマニアが
期待する案内ルートの
設定を行う。
・ダムマニアが期待す
る案内ルート設定

R-3
以降

⑥焼酎貯蔵タイム
カプセルツアー

・地元の焼酎蔵元と連携し記
念日まで焼酎を貯蔵する企
画
・貯蔵日を決めダム見学と合
わせて実施

・さつま町特産品協会とさつま町と協定書を締結
・R2年7月受付開始し、9月より試行的に貯蔵開始。

・８１本（R2年12月現
在）を貯蔵済。
・「都市・地域再生等利
用区域」制度（特区）を
申請し認定を得る。

R-3

：令和２年度インフラツアーで組合せ実施 ：令和２年１１月より実施
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３．各モデル地区の進捗報告 –鶴田ダム⑧-

企 画 設 定 内 容 企画の実現に向けた動き
反応や対応状況、実現性・課題

など
ス
ピード

①近隣温泉施設の宿泊
プランと鶴田ダム見学を
パッケージした特別プロ
グラム

・自治体の観光部局や温泉協
会と連携しダム見学を目的とし
た宿泊プランを造成
・普段は立ち入れない施設への
案内などプレミア企画

・宮之城、紫尾温泉旅館組合と協
議
・さつま町内宿泊施設との連携

・R3年度に期間、宿泊施設やプ
レミア感をどう打ち出していくか
協議していく。

R-3
以降

②１名からでも受け入れ
可能な満足度の高い個
人客受け入れツアー

・完全予約制のダムコンシェル
ジュによる案内
・見学時間は60分、90分から選
択
・コースは時間に見合った選択
が可能
・時間によってはJパワー発電
室も見学

・現状のダム見学のあり方（コー
ス等）を充実
・ガイド教本の作成し、監査廊内
パネルを更新
・ダムレンジャーの活用に向けた
取り組み

・R2年度は、新型コロナ感染拡
大防止のため、案内ルートの変
更や受入れ人数を制限し申込
受付を再開（R2年11月）
・ダムコンシェルジュガイド教本
を作成済
・監査廊内パネルを更新し設置
済

R-2

③鶴田ダム大鶴湖遊覧
船の期間限定特別運行

・NPOが所有する船を利用した
遊覧ツアーの検討
・接岸施設の整備による運行の
拡大を検討

・曽木発電所遺構上流の広場を
活用した接岸施設整備の検討

・接岸施設を設計中
･ダム貯水位が低い場合は運行
できない。

R-4
以降

：令和２年度インフラツアーで組合せ実施 ：令和２年１１月より実施

◆ 個人向けツアー
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３．各モデル地区の進捗報告 –鶴田ダム⑨-

企 画 設 定 内 容 企画の実現に向けた動き
反応や対応状況、実現性・課題

など
ス
ピード

④点検放流の実施

・毎年１１月に点検放流を実施
・鶴田ダムを通じた地域の風物
詩として根付かせ地域のイベン
トとも連携

・R１年度初めて点検放流を実施
（R1.11.10）し、R２年度も引き続き
実施（R2.11.29）
・R1年度は地域イベント（ピクニッ
クマーケット）と連携して実施した
が、R2年度はコロナの影響を受
け、単独開催。
・普段立入れない箇所の解放

・R2年度はコロナの影響を受け
単独開催となったが、約800名
が来場し好評
・放流量を倍増
（80m3/s→150m3/s）し、壮大な
スケールを実感
・事前の周知など集客の工夫

R-2

⑤水力発電施設の見学
と組み合わせたダムの
利水見学ツアー

・Jパワー発電所との連携によ
る新たな見学ツアー
・Jパワー非売品グッズの提供
などプレミア企画（案）

・ダム見学と合わせたJパワー第
１発電所のタービン室の探検ツ
アー
・監査廊の中の発電管付近をラ
イトアップ

・Jパワーと連携し、タービン室
の見学コース設定や非売品グッ
ズ提供について協議

R-3

：令和２年度インフラツアーで組合せ実施 ：令和２年１１月より実施
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◆第３回協議会意見要旨

◆今後の自走に向けた取組（案）

３．各モデル地区の進捗報告 –鶴田ダム⑩-

• 団体向けプランについては、それぞれの項目の磨き上げの段階に入っている。個人向けプ
ランについては、コロナの影響であまり実行に移せていないため、来年度は事業者や各市
町村も巻き込んで具体的に動き出すことが大切。

• 自治体だけで進めるのは難しいので、DMOがいかに力を持てるか、またそれぞれの役割
分担を明確にして人材を育ててどう動いていけるかが重要な観点である。

• イベント型の取組は収益を上げていくことが難しいので、どうやって通年型でお客さんを呼
べるかを考える必要がある。

• 来年は地域協議会を立ち上げてそのなかでワーキングをつくりながら深堀をしていきたいと
思っているので、協力をお願いしたい。

① 団体向け、個人向けツアー内容のさらなる深度化と実施体制の構築

② 民間事業者への委託や収益化を想定した、土日も含めたダムの見学体制の構築



検討①
インフラ施設見学の深度化

• 地域にとってのダムの重要性が伝わるストーリー（災害、歴史
など）の検討

検討②
地域の観光資源と連携したコンテンツ検
討

• 周辺市町村の資源の組み合わせによる広域連携の検討
• 宿泊や観光コンテンツとの連携による特別感の演出

検討③
インフラツーリズムの運営体制構築

• 見学ガイドの有料化の検討
• 関係者の役割分担の検討体制の強化

検討④
インフラツーリズムの実践

• SNSや旅行会社での販売なども活用した、ターゲットを踏まえ
た幅広い広報方法の検討

３．各モデル地区の進捗報告 –鶴田ダム⑪-

◆令和２年度成果を踏まえた今後の検討事項

74

◆令和３年度の事業内容

①さらなる地域資源の深堀、連携方策の
検討

• 地域協議会を立ち上げ、その中でワーキングを作り、さらなる
地域資源の深堀、連携方策、体制の検討を行う

②有料見学化の検討 • 薩摩川内市観光物産協会を実施主体とした個人・団体向け
手配型商品の造成・販売を検討

③ツアーの深度化、実施の検討 • 検討した団体向け・個人向けツアー内容の精査を行い、コロ
ナの状況も踏まえて試行
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３．各モデル地区の進捗報告 –鶴田ダム⑫ -

商品化を促進させて
いく動き（収益化）

地域に価値を根付かせる動き

薩摩川内市観光
物産協会

鶴田ダム
働きかけ

鶴田ダム現地協議会
薩摩川内市、さつま町、伊佐市、薩摩川内市観光物産協会 、さつま町観光特産品協会、
伊佐市観光特産協会 、宮之城温泉旅館組合、紫尾温泉組合 、電源開発株式会社南九州

電力所 、川内川河川事務所

国土交通省九州地方整備局、鶴田ダム管理所

働きかけ

役
割
分
担

役
割
分
担

◆鶴田ダムにおける今後の事業実施方針

• 検討したツアーの実施に当たっては、国（鶴田ダム管理所）から鶴田ダム現地協議会に働きか
け、協議会を中心として地域の価値を高める検討を実施する体制を構築。

• 商品化を促進させていく上では薩摩川内市観光物産協会を実施主体とする体制を構築。
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【参考】堤体来訪者の状況等
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八ッ場ダム堤体 来訪者数の推移（令和２年７月～令和３年２月）

月間来訪者数

累計来訪者数

八ッ場ダムの堤体付近及びダム湖周辺地域では、既存の観光資源や新たに整備した地域振興施設の更
なる利活用が求められており、『八ッ場ダム水源地域ビジョン』により、吾妻渓谷や浅間山が育む豊か
な自然環境の恵み、魅力ある地域の観光資源、地場産業、八ッ場ダム周辺の様々な施設等を、ダム上下
流地域の連携によって総合的に活用し、八ッ場地域全体の自立的・持続的な発展を推進しています。
今後も、管理棟やダム堤体等を活用した取り組みを実施していきます。

累計約２０万人

月最大約５万人

八ッ場ダム 堤体来訪者数（令和２年７月～令和３年２月）

令和２年７月から一般開放している八ッ場ダム堤体には連日、多くの観光客が訪れており、令和３年
２月時点で累計約２０万人の方が来訪しました。



２．各モデル地区の進捗報告 –八ッ場ダム②-
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バンジージャンプ
（８月のみ営業）

水陸両用バス
（７月～１１月営業）

カヌー・カヤック等
（９月～営業）

観光船
（令和3年度から運行予定）

イメージ写真

令和２年度は、湖面利用初年度として水陸両用バス、バンジージャンプ、カヌー・カヤック等の利用があった。
新型コロナウイルス感染拡大防止の対応及び初期対応等により、利用期間・利用内容は一部に留まっている。

【参考】湖面利用の状況
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（一社）つなぐカンパニーながのはら

～住んでいるけど意外に知らない？長野原町のすごいとこを再発見しよう！～

第２回 つなカンふるさと再発見企画 「八ッ場ダム見学ツアー」

■「八ッ場ダム見学ツアー」が令和２年１２月６日に行われました。（長野原町民限定 ４６名）

前半は「八ッ場ダムを知ろう」
ということで、パワーポイント
や動画を見て勉強をし、後半
はダム本体の見学をしまし
た。

ダム中心部の
ゲート室では、水
が流れ出る轟音と
振動を体で感じま
した。

「スケールが大きくてとても感動した」「貴重な体験をした」「八ッ場ダムは町の宝ですね」という感想をいただきました。

～地元主催の見学ツアー開始～

（一社）つなぐカンパニーながのはら ホームページより引用
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３．各モデル地区の進捗報告 –白鳥大橋①-

＜構成員＞
室蘭観光推進連絡会

室蘭市、室蘭観光協会、室蘭商工会議所、北海道開発局（オブザーバー）

室蘭観光推進連絡会 白鳥大橋検討ＷＧ
室蘭市、室蘭観光協会、室蘭商工会議所、スターマリン株式会社、
まちづくり団体など民間組織、宿泊事業者団体、室蘭市民観光ボランティアガイド協議会

◆ 現地協議会

＜第１回協議会＞
○日 時：令和２年10月30日 10:20～12:20
○場 所：道の駅みたら室蘭
○議 事：
（１）プロジェクト全体の取り組みについて
（２）白鳥大橋の取り組みについて
（３）今年度の取り組みについて
（４）意見交換
（５）今後のスケジュールについて
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３．各モデル地区の進捗報告 –白鳥大橋②-

◆白鳥大橋におけるインフラツーリズムプロジェクトの全体概要（案）

プロジェクトタイトル
インフラツーリズムで室蘭の歴史・産業・文化を発信
【白鳥大橋魅力拡大プロジェクト】

プロジェクト概要

白鳥大橋と地域連携モデルの確立
①白鳥大橋見学プログラムの検討
②白鳥大橋と室蘭市の歴史を結ぶストーリーの検討
③登別温泉などを含む周辺観光地との連携

事業の柱

①自走化に向けたツアー運営体制の構築
②白鳥大橋見学プログラムの設定
③ストーリー性を持った周辺観光資源との連携
④民間船舶の活用

プロジェクト目標

次年度以降、自走化し、下記のようなツアー商品造成を目指す
①「鉄のまち」室蘭の歴史を辿るコースや、夜景が有名な室蘭
港などと合わせたフォトジェニックな景観・景勝地を巡るコース
の設定。
②登別温泉などの周辺観光地と連携した周遊コースの検討。
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３．各モデル地区の進捗報告 –白鳥大橋③-

概要
白鳥大橋の見学プログラムを実施し、「鉄のまち」室蘭の歴史を辿るコースや、
夜景が有名な室蘭港などと合わせたフォトジェニックな景観・景勝地を巡るコー
スを設定する。地域への観光客誘致と満足度向上を目指す。

実施項目
・室蘭市内及び周遊観光の促進
・土日も対応可能なガイドの育成（マニュアルの作成）
・安全性の確保（船舶から施設への上陸方法）

ツアー設定案

①「鉄のまち」室蘭の歴史
を辿る日本遺産「炭鉄港」
ツアー

令和元年に北海道の産業近代化を巡るストーリー。
白鳥大橋登頂見学に加え、日本遺産の「炭鉄港」
の鉄鋼、鉄道、港を一望し、過去から現在などの変
遷等を含めたストーリー。

②フォトジェニックな景観・
景勝地を巡る室蘭港内ク
ルーズツアー

「工場夜景」「室蘭八景」等の観光資源を活用し、こ
れらを巡るクルーズと組み合わせる、アイヌ、縄文
文化と室蘭市のつながりをテーマにすることで、ウ
ポポイ（民族共生象徴空間）と連携したツアーを提
供する。

③主塔貸切ツアー（主塔最
上部登頂、夜間登頂、ﾌｫﾄ
ｳｪﾃﾞｨﾝｸﾞ撮影等）

貸切にて、塔頂でのフォトウェディング撮影、夜景
撮影等のイベント時の貸切ツアー。

④管理用階段で登頂する
プレミアムツアー

白鳥大橋築島から主塔最上部まで全てを階段で登
頂することができる（約500段）

◆白鳥大橋のインフラツーリズムの深度化
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３．各モデル地区の進捗報告 –白鳥大橋④-

◆周辺地区の観光資源との連携

課題

室蘭観光資源との連携
インフラ施設と室蘭の歴史を結ぶストーリー（周辺地域の観光資源とどう結びつけるか）
施設等受入環境の整備（安全確保）
ガイド確保（人員確保・養成）

連携方針
室蘭市を中心に周辺地域観光資源（登別温泉・洞爺湖・ウポポイ）との連携により、魅力的
なプログラムを造成し、地域への誘客を図る。

連携
イメージ

室蘭市

周辺観光資源

道の駅みた
ら室蘭 トキカラモイ

浅橋跡
旧三菱合資会
社室蘭出張所

旧室蘭駅舎

白鳥大橋室蘭市観光
推進連絡会

議

室蘭開発
建設部

ウポポイ洞爺湖

登別温泉

連携
連携
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３．各モデル地区の進捗報告 –白鳥大橋⑤-

◆ 運営スキーム（案）

現地協議会：室蘭観光推進連絡会

【構成メンバー※１】
○室蘭市
○室蘭観光協会
○室蘭商工会議所

現地検討主体（ワーキンググループ）

（仮）室蘭観光推進連絡会

白鳥大橋検討ＷＧ※１
【構成メンバー※２】
○室蘭市観光課
○室蘭観光協会
○室蘭商工会議所
○スターマリン株式会社
○まちづくり団体など民間組織
○宿泊事業者団体
○室蘭市民観光ボランティアガイド協議会

民間運営
事業者

・企画・運営

・ツアー独立採
算

【運営協定
・委託】

北海道
開発局

道路管理者
（施設管理者）

【協定※３】

【協定※３】

※１ 北海道開発局はオブザーバーとして参画
※２ メンバーについては検討中

※３ 協定相手方、内容については要検討

・塔頂ツアー等企画内容
・ガイド確保
・安全対策 等々
の実務検討
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◆第１回協議会意見要旨

◆今後の自走に向けた取組（案）

３．各モデル地区の進捗報告 –白鳥大橋⑥-

• 経済効果を生み出せないと地元で進めていくのは困難である。市としても「稼ぐ観光」を目
指しているので、単なる地域活性化だけでなく、稼ぐ観光の実現が重要。

• 地域の事業者が稼げるように、地域を巻き込んでいく必要がある。
• 船を使った観光の場合、天候により欠航の可能性もあるので代替案が必要。
• アイデアとして、バンジージャンプやボルダリング、釣りや食事との組合せ、高付加価値の
プレミアムプラン、ライトアップなどのメニューが考えられる。

• 夜景は宿泊の促進にもなるので、宿泊事業者とも協議した方が良い。
• 登別や洞爺湖など、周辺地域とも連携が必要である。

① 白鳥大橋の多様な活用メニューについて検討。

② 周辺地域との連携については、市外地域も含めたパッケージを検討。

③ 担い手となる地域の実施主体を検討。
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３．各モデル地区の進捗報告 –白鳥大橋⑦-

＜構成員＞
室蘭観光推進連絡会

室蘭市、室蘭観光協会、室蘭商工会議所、北海道開発局（オブザーバー）

室蘭観光推進連絡会 白鳥大橋検討ＷＧ
室蘭市、室蘭観光協会、室蘭商工会議所、スターマリン株式会社、
まちづくり団体など民間組織、宿泊事業者団体、室蘭市民観光ボランティアガイド協議会

◆ 現地協議会

＜第２回協議会＞
○日 時：令和３年３月19日 13:00～15:00
○場 所：WEB
○議 事：
（１）プロジェクトの今年度の取り組みについて
（２）今後の白鳥大橋の商品造成の手順
（３）商品造成に先駆けた現地モニターツアーの検討
（４）ガイドアニュアルについて
（５）意見交換
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３．各モデル地区の進捗報告 –白鳥大橋⑧-

◆ モニターツアーの狙い
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３．各モデル地区の進捗報告 –白鳥大橋⑨-

◆ モニターツアー内容
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３．各モデル地区の進捗報告 –白鳥大橋⑩-

◆ モニターツアー内容
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３．各モデル地区の進捗報告 –白鳥大橋⑪-

◆ モニターツアー内容



90

３．各モデル地区の進捗報告 –白鳥大橋⑫-

◆ モニターツアー内容
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３．各モデル地区の進捗報告 –白鳥大橋⑬-

◆ガイドマニュアルの作成

• 白鳥大橋におけるガイドを実際に行うことを想定して、ガイドマニュアル案を作成した。
• 予備知識や見学場所別での説明内容例、安全管理マニュアルなどを記載。
• ガイド編では、想定されるガイド経路に沿って見学場所別での説明内容例を記載。

白鳥大橋主塔基部におけるガイド内容（抜粋）ガイドマニュアルの構成

予備知識
編

白鳥大橋の概要

建設工事の概要

維持管理の概要

本橋の維持管理技術

ガイド編 ガイド経路

見学場所での説明内容例と注意事項

安全管理マニュアル

その他

参考資料 室蘭港の誕生と軌跡.

ナイトクルーズ船内アナウンス例

ナイトクルーズガイド資料

白鳥大橋クイズ
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◆第２回協議会意見要旨

◆今後の自走に向けた取組（案）

３．各モデル地区の進捗報告 –白鳥大橋⑭-

• まずはガイド育成や受入体制を整備し、白鳥大橋主塔見学＋クルーズの実施体制を整え
ることが必要である。

• その後、地域資源との連携も含めて付加価値をつけるプランを検討するべき。室蘭には小
さなコンテンツがたくさんあるので、うまくストーリーの仕立てを検討していく必要性がある。

• モニターツアーについて、内容の磨き上げが必要である。誰に販売するのか（国籍や属性）、
誰が販売するのか、どのように販売するのかを検討していく必要がある。

① 主塔塔頂クルーズを軸としつつ、多様な見学・活用方法を検討

② ガイドマニュアルの深度化

③ 組み合せる地域資源の調査、検討

④ モニターツアー内容の検討、実施



検討①
インフラ施設見学の深度化

• 白鳥大橋におけるガイドや安全対策の強化
• 主塔塔頂クルーズを軸とした見学内容の深度化、多様化

検討②
地域の観光資源と連携したコン
テンツ検討

• 工場夜景をはじめとした市内観光資源との連携
• 登別、洞爺湖など広域での連携を見据えた地域のストーリーや周遊ツ
アー、コースの検討

検討③
インフラツーリズムの運営体制
構築

• 自治体、DMO、観光協会、ツアー実施事業者の役割分担検討

検討④
インフラツーリズムの実践

• 情報発信方法の検討

３．各モデル地区の進捗報告 –白鳥大橋⑮-

◆令和２年度成果を踏まえた今後の検討事項

93

◆令和３年度の事業内容

①見学・活用方法の深度化 • 主塔塔頂クルーズを軸としつつ、特別体験など、多様な見学・活用方
法を検討する。

• ガイドマニュアルの深度化を図る。

②実施体制の構築 • ツアー実施や予約・販売の体制を構築する。

③地域資源との連携検討 • 連携する地域資源やストーリーの検討、ターゲットに応じた組み合わ
せ方の検討

④モニターツアーの実施 • 複数のターゲット層、コンセプトを想定したモニターツアーを実施する。
• 組み合わせるコンテンツや運営体制、事業性等について検証を行う。



• 令和３年夏頃にモニターツアーを実施することを念頭に、ツアー行程や収支計画、広報について
検討する。令和３年６月頃の募集開始を想定する。

３．各モデル地区の進捗報告 –白鳥大橋⑯-

94

◆白鳥大橋における今後の事業実施方針
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３．各モデル地区の進捗報告 –日下川新規放水路①-

＜構成員＞
現地協議会

日高村、日高村商工会、日高村観光協会、仁淀ブルー観光協議会、高知県仁淀川地域本部
※協議会の下部組織として、作業部会を設置

◆ 現地協議会

＜第１回協議会＞
○日 時：令和２年12月2日 15：00～16：30
○場 所：日高村社会福祉センター大ホール
○議 事：
（１）プロジェクト全体の取り組みについて
（２）日下川新規放水路の取り組みについて
（３）意見交換
（４）今後のスケジュールについて
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３．各モデル地区の進捗報告 –日下川新規放水路②-

◆日下川新規放水路におけるインフラツーリズムプロジェクトの全体概要（案）

プロジェクトタイトル
インフラツーリズムによる日高村観光資源の活性化
【日下川新規放水路魅力拡大プロジェクト】

プロジェクト概要

工事段階から管理段階への移行モデルの確立
①日下川新規放水路見学・探検プログラムの検討
②インフラ施設と水害の関わりや歴史を結ぶストーリーの検討
③仁淀ブルーを含む広域連携の検討

事業の柱
①日下川新規放水路のインフラツーリズムの策定
②周辺地区を含む日高村観光資源との連携
③ファムツアーの実施

プロジェクト目標

①日本最長級かつ高度な技術を必要とする日下川新規放水路の工事
現場の探検と、これにより洪水から守られる地域での食・買い物、体験
を楽しむコース（フットパス、トレッキング等）の設定。
②放水路、調整池、樋門（水門）等のインフラ施設と水害の関わりや歴
史を学べるストーリーの検討。
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３．各モデル地区の進捗報告 –日下川新規放水路③-

◆日下川新規放水路のインフラツーリズムの深度化

概要
日本最長級かつ高度な技術を必要とする日下川新規放水路の見学・探検コー
スを検討し、見学者誘致を目指す。

実施項目

・情報発信資料の作成
・ボランティアガイドの育成
・食・土産物のメニュー開発
・限定ツアー、イベントの実施

ツアー設定案

①日下川新規放水路工事現場の
探検

日本最長級かつ高度な技術を必要とする日
下川新規放水路の工事現場の探検を実施。
非日常感を味わうことができる。

②インフラ施設の役割や作られた
背景を学ぶ

放水路、調整池、樋門（水門）等のインフラ施
設と水害の関わりや歴史を紹介。

③日高村の観光資源と連携した
特別プログラム

周辺の観光資源と連携し、日高村特産の
「シュガートマト」を用いた食事（オムライス街
道）や仁淀ブルーを全身で感じる屋形船など、
食・買い物、体験を楽しむツアー（フットパス、
トレッキング等）。

④トンネルレストランツアー 夏は涼しく冬は暖かいトンネルを活用し、地
元の食材を使った料理を提供するレストラン
での食事体験。
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３．各モデル地区の進捗報告 –日下川新規放水路④-

◆周辺地区の観光資源との連携

課題

インフラ施設と水害の関わりや歴史を結ぶストーリー（周辺地域の観光資源とどう結びつ
けるか）
施設等受入環境の整備（安全確保）
ガイド確保

連携方針
日高村を中心に周辺地域（土佐市・いの町）との連携により、魅力的なプログラムを造成
し、地域への誘客を図る。

連携
イメージ

日高村
周辺観光資源

日下川
調整池

小村
神社 村の駅

ひだか

オムライ
ス街道

神母
樋門

日高村観光
協会

日下川
放水路

日高村教育委
員会

仁淀ブルー観
光協議会

屋形船
仁淀川

土佐市

いの町

など

連携 連携
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３．各モデル地区の進捗報告 –日下川新規放水路⑤-

◆ 運営スキーム（案）

現地協議会
○日高村

○日高村商工会

○日高村観光協会

○仁淀ブルー観光協議会

現地検討主体（作業部会）

【構成メンバー】
〇日高村

○日高村観光協会

○仁淀ブルー観光協議会

○高知県仁淀川地域本部

民間事業者

四国整備局

【協定】

【委託】

・見学ツアー等企画内容
・ガイド確保
・安全対策 等々
の実務検討

ツアー企画
・運営

【連携】

【協定】
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◆第１回協議会意見要旨

◆今後の自走に向けた取組（案）

３．各モデル地区の進捗報告 –日下川新規放水路⑥-

• 放水路施設内の暗闇を活用するという珍しい場所である。仁淀川地域一体となって、交流
人口を増やし、雇用が増えるのを期待している。

• 日下川新規放水路が他のインフラ施設に負けないものを一言で伝えることができるコンセ
プトを決めることが必要。「長い」、「暗い」空間をどう生かすか。

• 一般の方に治水施設の必要性をしっかり説明する必要性がある。一般の方々がインフラ施
設を身近に感じることも事業のゴールの一つ。

① 日下川新規放水路の特徴を生かしたコンテンツ検討

② 組み合せる地域資源の調査、検討

③ ファムツアー内容の検討、実施



検討①
インフラ施設見学の深度化

• 「暗く長い」地下の放水路トンネルの特性を生かした活用方法
の検討

検討②
地域の観光資源と連携したコンテンツ検
討

• インフラ施設と水害の関わりや歴史を結ぶストーリーの検討
• 仁淀ブルーを含む広域連携の検討

検討③
インフラツーリズムの運営体制構築

• 現地協議会、作業部会を中心とした運営体制の構築

検討④
インフラツーリズムの実践

• 情報発信方法の検討

３．各モデル地区の進捗報告 –日下川新規放水路⑦-

◆令和２年度成果を踏まえた今後の検討事項
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◆令和３年度の事業内容

①特性を生かした見学・活用方法の深度
化

• イベント会場などとしての活用も含めて、放水路の特性を生
かした活用方法を検討する。

②地域資源との連携検討 • 連携しうる地域資源の発掘・調査と放水路を中心としたストー
リーを検討する。

③ファムツアーの実施 • 検討内容を踏まえて、本地域の魅力や課題を抽出するため
のファムツアーを実施する。



３．各モデル地区の進捗報告 –日下川新規放水路⑧-
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◆日下川新規放水路における今後の事業実施方針

作業部会

日下川新規放水路におけるインフラツーリズム検討の実施主導メンバーにおいて年間2回の作
業部会を実施、自走化に向けた体制及び手法を検討を行う。

協議会

○目標設定
・全体方針、事業目標策定
・事業計画（案）の策定

○運営体制の検討
・連携事業者との調整
・実施主体の検討（旅行業の確認など）
・ガイド実施者の検討
・運営手法の検討

○運営体制の構築
・主体者、連携先など実施体制構築

○観光資源の磨き上げ
・インフラ施設の改善点の洗い出し
・改善手法の検討

○提供する商品の検討
・ストーリー、商品内容検討
・収支の想定

第1回作業部会協議内容（案） 第２回作業部会協議内容（案）

連携

• 現地協議会、作業部会からなる検討体制を構築し、特性を生かした見学・活用方法の深度化や地
域資源との連携検討を行う。



４．令和２年度の成果と
今後の実施方針（案）
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土木広報
～インフラツーリズムの基礎～

土木広報＋付加価値
～魅力ある観光資源へ～

（土木広報＋付加価値）×周辺観光資源
～地域と連携した観光地域づくり～

土木広報としてインフラの見
学会を実施している段階

インフラの見学会を磨き上げ、より広
範囲から人を呼び込む段階

インフラと地域との連携により、周辺観光資源等
にも立ち寄り、より一層地域活性化が図れる段階

①インフラ施設見学
の深度化

②地域の観光資源と
連携したコンテンツ検討

③インフラツーリズム
の運営体制構築

④インフラツーリズム
の実践

４．これまでの成果
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「インフラツーリズム拡大の手引き－試行版－」の「インフラツーリズム拡大のステップ」と検討項
目①～④の関連を以下のとおり整理。

施設管理者が実施主体
地域と連携した組織・民間事業者等が実施主体

収益化、民間委託等の展開

検証・
ブラッシュアップ

インフラ

インフラ

地
域
活
性
化

インフラ

周辺の
他のインフラ

運営体制、スキームの構築
キャッシュフローの整理

収益の適性な配分、運用

効果的な販売・情報発信

見学・体験の
運営体制の構築

具体的なターゲットと
コンテンツ、

付加価値の検討

深度化の
方向性の検討

インフラ
施設の
特性整理

ツアー化・
モデルプログラム化

ターゲット設定・
インフラ施設見学と
資源の組合せ

インフラ施設と
地域の基本となる
ストーリーの作成

周辺資源の抽出

関係団体の担うべき役割の整理
協議体制の構築

関係団体
の抽出

第６回懇談会資料再掲－インフラツーリズム拡大のステップと
４つの検討項目の関連ー



鳴子ダム 天ケ瀬ダム
来島海峡
大橋

鶴田ダム 八ッ場ダム 白鳥大橋
日下川

新規放水路

検討①
インフラ施設
見学の深度化

◎
通年のライト
アップ、船によ
る見学等を検

討

○
観光資源との
連携方をス
トーリー含め検

討

◎
2021年度に
モデルツアー
を予定

県OB等のガイ
ド確保を検討

◎
見学ツアーや
プレミアムの検

討

◎
インフラの魅
力・価値の洗
い出し、地元ガ
イド育成等

○
橋の多様な活
用方法を検討

○
水路の特性を
生かした活用
方法を検討

検討②
地域の観光資
源と連携したコ
ンテンツ検討

○
「水」のストー
リーを検討
大崎耕土との
連携は検討中

○
お茶や地域の
歴史・文化をつ
なぐストーリー
を検討

○
民間事業者を
中心に周辺地
域との連携を
検討

◎
各市町やNPO
が連携したツ
アー造成を検

討

◎
周辺観光資源、
地域資源との
連携等

○
洞爺湖や登別
などとの広域
連携を検討

○
仁淀川流域の
資源との連携
を検討

検討③
インフラツーリ
ズムの運営体
制構築

◎
協議体制は
構築

モデルツアー
を通して実施
体制を構築

○
宇治市観光協
会を中心とした
運営体制にて
モデルツアー
実施予定

◎
マーケットサウ
ンディングによ
り民間事業者
を選定中

○
管理者、市町、
民間等による
運営体制を検

討中

◎
地域・企業が
主体の有料見
学ツアー窓口
設置

○
協議会およ
びワーキン
グを設立

○
協議会およ
び作業部会
を設立

検討④
インフラツーリ
ズムの実践

○
大崎観光公社
を中心とした体
制を検討中

△
モニターツアー
を予定

プロモ手法は
検討中

○
モニターツアー
を予定

プロモ、販売は
検討中

△
実践に向け
た体制を検
討中

◎
地域・企業が
主体の有料見
学ツアー開始

― ―

４．これまでの成果 －各モデル地区の進捗状況一覧－
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◎：実施・実施準備段階（実施内容・役割分担等の決定） ○：方針検討段階
△：検討着手段階（課題の整理等） －：検討未着手
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４．今後の実施方針（案）

◆令和２年度の事業内容

• ５地区のモデル地区に対するフォローアップの継続（最終的には地域における自走を前提としつつ、

協議、検討等についてサポートを継続）

• 新たなモデル地区の追加

• 新型コロナウィルスの影響を考慮し、現実的なスケジュールで実施内容を計画する

◆令和３年度の事業内容

• 各モデル地区における協議、検討等のサポートを継続（ファムツアー、モニターツアー未実施の地

域は令和３年度に実施）

• モデルツアーを終えた地域については、ターゲット別の幅広い地域の観光資源と連携した商品の

販売、実施し、自走化を目指す

• 合わせて、インバウンドへの展開や、メディア等への情報発信を検討



４．今後の実施方針（案） －事業全体スケジュール－
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インバウンドへの展開

成果のとりまとめ

・ガイドマニュアルなど必要に応じて更新

ツアー実施体制（内容、ガイド
シナリオ、運営体制）の検討

・モニターツアーを踏まえて、以下を検討
〇ターゲットを踏まえたツアーの内容、ガイドシナリオ
〇自走する際の運営体制

・メディアへの取材依頼
・民間や自治体と連携した情報発信
・ツアーのプロモーション

メディア等での情報発信

マニュアル・ツール等の更新

―事業フロー(3年目）―

ツアーの本格運用開始
（自走化）

・言語、食事、宿泊施設等、受入整備
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これまでのモデル地区の取組も含めて、「インフラツーリズム拡大の手引」を令和３年度内に改
定予定。

４．今後の実施方針（案） －手引きの改定－

現行【試行版】
• 平成31年3月、インフラツーリズム有識者懇談会の
提言を受けて策定

【改定版】
• インフラツーリズム魅力倍増プロジェクトの取組を
踏まえ、令和３年度に改定予定

• インフラのタイプに応じて目指す方向や、自走化に
向けた運営体制の構築などについて拡充予定

• インフラツーリズム拡大の考え方をとりまとめ
• インフラツーリズム拡大のポイントを「勘所」（か
んどころ）として整理



４．今後の実施方針（案） －モデル地区７箇所の実施スケジュール－
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令和３年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

（全体） 8
回

Ｒ
3
年
度
の
中
間
報
告

手
引
き
骨
子（
案
）
の
提
示

9
回

Ｒ
3
年
度
の
成
果
報
告

手
引
き
の
改
定

鳴子ダム

天ヶ瀬ダム

来島海峡大橋

鶴田ダム

八ッ場ダム

白鳥大橋

日下川
新規放水路

ファムツアー
（予定）

モニターツアー（予定）

自走に向けた検討

自走に
向けた
検討

モニターツアー
（予定）

手引きの改定検討 手引きの改定検討

モニターツアー
（予定）

モニターツアー
（予定）

モニターツアー
（予定）

地域による自走


